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音B

正

治

回

保
護
主
義
か
ら
自
由
貿
易
へ

穀
物
法
批
判
者
と
二
つ
の
『
報
告
』

ジ
エ
イ
コ
ブ
と
ジ
ョ
ン
・
パ
ウ
リ
ン
グ

結
び
に
か
え
て

保
護
主
義
か
ら
自
由
貿
易
へ

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ
ハ
当
日
U
B
E
g
y
弓
明
記
l
呂
田
〉
の
穀
物
貿
易
に
関
す
る
政
策
的
立
場
は
、
強
固
な
保
護
の
段
階
ハ
一

八
一
四
ー
一
六
年
〉
、
保
護
か
ら
の
離
脱
の
段
階
(
一
八
二
O
|
二
一
年
て
そ
し
て
自
由
貿
易
へ
の
接
近
の
段
階
(
一
八
ニ
六
|
二
八

年
)
と
い
う
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
る
。
筆
者
は
前
の
二
つ
の
段
階
に
つ
い
て
は
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
農
業
保
護
論
」
〈
『
立
教

経
済
学
研
究
』
三
八
巻
三
号
、

一
九
八
五
年
)
で
詳
し
く
、
第
三
の
段
階
に
つ
い
て
は
「
自
由
貿
易
と
農
業

1
|穀
物
法
問
題
を
め
ぐ
っ

て
l
l
l」

(
杉
山
忠
平
編
『
自
由
貿
易
と
保
護
主
義
』
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
入
五
年
、
所
収
)
で
不
十
分
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討

を
加
え
た
。
そ
の
検
討
の
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
プ
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一
五
四

ジ
エ
イ
コ
ブ
は
一
八
一
四
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
次
の
著
書
を
公
刊
し
て
い
る
。
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h
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U
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と
略
称
〉

が
そ
う
で
あ
る
。
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
右
の
三
つ
の
著
書
で
こ
う
論
じ
て
い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
中
に
イ
ギ
リ
ス
は
穀
物
輸
入
国
で
あ
る
こ

と
が
は
っ
き
り
し
た
が
、
最
大
の
小
麦
輸
入
を
記
録
し
た
一
八
一

O
年
を
と
っ
て
み
て
も
、
そ
の
輸
入
量
は
一
四
五
万
ク
ォ

l
タ

i
、
イ

ギ
リ
ス
の
約
六
週
間
分
の
消
費
量
で
あ
り
、
ま
た
他
の
穀
物
の
輸
入
量
は
わ
ず
か
に
四
日
分
の
消
費
量
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
非
常

に
高
い
自
給
率
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か
も
今
後
イ
ギ
リ
ス
が
外
国
穀
物
に
対
し
て
港
を
常
時
開
放
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
な
ら
び

に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
穀
物
輸
出
は
全
体
と
し
て
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
現
在
で
は
、
戦
争
中
よ
り
も
輸
出
能

力
は
低
下
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
穀
物
輸
出
港
で
あ
る
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
ハ
ロ

gNM巴
か
ら
の
小
麦
輸
出
量
を
み
て
も
、

イ
ギ
リ
ス
で
の
価
格
が
ど
ん
な
に
上
昇
し
て
も
最
大
五

O
万
ク
ォ

I
タ

l

(
約
二
週
間
分
の
消
費
量
)
を
輸
出
す
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
外
国
の
穀
物
輸
出
能
力
は
小
さ
い
の
ど
か
ら
、
外
国
穀
物
に
大
量
に
依
存
す
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
る

(θ

N
U
司、。目白内尽き
w

U
℃
・
日
夕

ω日l
m
b
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
に
外
国
穀
物
の
輸
出
能
力
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
強
固
な
農
業
保
護
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

付
小
麦
一
ク
ォ
l
タ
l
あ
た
り
九

0
シ
リ
ン
グ
以
下
の
時
に
は
輸
入
禁
止
、
口
小
麦
一
ク
ォ

l
タ
l
あ
た
り
一
五
シ
リ
ン
グ
の
輸
出
奨
励



金
、
同
モ
ル
ト
税
を
中
心
と
す
る
大
減
税
が
必
要
で
あ
る
〈
@
N
U
3
芯
皇
室
w

同
)
}
u

・
s
-
H
N
N
h
@
h
市
内
町
長
日
y
M
ヲ
@

b
主唱
G
F
目当・

k

仲
間

l

ぉ
L
S。
そ
れ
は
ど
う
し
て
な
の
か
。
現
在
の
深
刻
な
農
業
不
況
の
原
因
を
考
え
れ
ば
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
況
の
原
因
は
一
部

論
者
が
い
う
よ
う
に
戦
争
終
結
後
の
通
貨
供
給
量
の
減
少
で
は
な
い
し
、
ま
た
戦
争
中
の
過
度
な
耕
作
拡
大
で
も
な
い
。
不
況
の
真
の
原

因
は
、
好
天
候
に
よ
る
豊
作
、
更
に
、
平
和
到
来
と
い
う
一
時
的
要
因
に
基
づ
く
シ
ョ
ッ
ク
を
深
刻
な
不
況
に
転
化
さ
せ
る
イ
ギ
リ
ス
農

業
の
体
質
に
あ
る
。
こ
の
体
質
と
は
、
農
業
資
本
家
の
資
力
が
全
体
と
し
て
脆
弱
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
豊
作
や

(

1

)

 

平
和
の
到
来
と
い
っ
た
事
情
は
様
々
の
憶
測
に
基
づ
く
小
麦
の
売
り
急
ぎ
を
誘
発
し
、
小
麦
価
格
の
過
度
の
低
落
を
も
た
、
り
し
て
い
る

(
(
凶
)
己
主
可

h
F
3・
タ
ロ
ム
品
・
5
w
N
r
E
l
ω
。
)
。

ジ
エ
イ
コ
ブ
に
よ
る
と
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
生
産
量
の
四
分
の
三
以
上
が
い
わ
ゆ
る
劣
等
地
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
み
て
み
て
も
、
「
土
地
耕
作
者
の
極
め
て
大
き
な
部
分
は
資
本
が
非
常
に
不
足
し
て
い
る
グ
ラ
ス
に
属
す
る
」
。

彼
ら
は
「
良
好
な
耕
作
を
す
る
に
は
あ
ま
り
に
貧
し
す
ざ
る
」
小
農
業
資
本
家
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
、
こ
う
し
た
多
数

の
小
農
業
資
本
家
の
た
め
の
保
護
の
必
要
を
訴
え
る
。
す
な
わ
ち
、

「
大
農
業
資
本
家
に
は
十
分
な
保
護
を
与
え
る
価
格
で
あ
っ
て
も
、

小
農
薬
資
本
家
が
損
を
す
る
の
を
防
ぐ
に
は
不
十
分
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
の
で
あ
る
(
@
ト
長
会
志
・
。
w
M
N
l
N
b
。
こ
こ
か
ら
先

に
み
た
よ
う
に
一
五
年
穀
物
法
(
そ
の
中
心
的
規
定
は
、
小
麦
一
ク
ォ

l
タ

i
八

0
シ
リ
ン
グ
以
下
の
時
に
は
輸
入
禁
止
、

八

O
シ
リ
ン

グ
以
よ
の
時
に
は
無
関
税
輸
入
許
可
)
を
は
る
か
に
超
え
る
強
い
保
護
が
必
然
化
さ
れ
る
。

つ
ま
り
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
こ
の
時
期
に
は
、
イ

ギ
リ
ス
農
業
の
体
質
に
問
題
を
感
じ
な
が
ら
も
貿
易
の
自
由
化
に
よ
る
外
か
ら
の
体
質
改
善
を
拒
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
に
示
し
た
強
固
な
農
業
保
護
の
主
張
は
ニ

O
l一
一
一
年
に
転
機
を
む
か
え
る
。
保
護
か
ら
の
離
脱
が
始
ま
る
の
で

あ
る
。
こ
の
時
期
の
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
著
書
に
は
、

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
プ
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玄
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c
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@
ヨ
ミ
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略
称
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が
あ
る
。
ま
た
ジ
エ
イ
コ
プ
は
二
一
年
の
下
院
農
業
不
況
委
員
会
の
証
人
で
あ
っ
た
。

@ 

h
w三
位
伺

VNUQ司、円叫ぬき室内Q
ミ
~uhH』
v
s
d
u

〉
∞
丘
町
ロ
H
Z
B
H
U
戸
∞
N
r
H
m
w
H
)
・
ず
】
1
H
円
宮
町
ロ
ロ
日
4
・HU円。
m
♂
目
V℃・ω
品。
lω吋凸・

(
@
開

a4585

E
N
H
と
略
称
)

に
そ
の
証
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

@
S
S
 で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
が
当
時
最
大
の
小
麦
輸
出
国
で
あ
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
に
、
ノ

l
フ
ォ
グ
輪
作
の
ド
イ

ツ
へ
の
普
及
に
力
を
尽
く
し
農
学
の
定
礎
者
と
呼
ば
れ
る
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
・
テ
I
ア
(
k
r
H
可
R
Z
吋
宮
尾
)
を
た
ず
ね
て
彼
の
メ

l
ク
リ

ン
の
模
範
農
場
を
見
学
し
、
そ
し
て
そ
こ
で
の
小
麦
生
産
力
の
低
度
を
実
際
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ

ち

一二

O
O
エ
ー
カ
ー
の
広
さ
を
も
っ
メ

l
ク
リ
ン
農
場
で
の
小
麦
の
作
付
面
積
は
少
な
く
、
ま
た
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
の
小
麦
収
穫
高

も
二
ハ
ブ
ッ
シ
ェ
ル
と
イ
ギ
リ
ス
の
劣
等
地
並
の
水
準
で
あ
っ
た
。
小
麦
の
収
穫
高
が
低
い
の
は
飼
料
作
物
が
十
分
で
な
い
こ
と
に
よ
る

が
、
模
範
農
場
で
さ
え
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
と
す
れ
ば
プ
ロ
イ
セ
ン
全
般
に
つ
い
て
は
小
麦
の
生
産
力
は
一
層
低
い
も
の
で
あ
っ
た

(
@
て

S
・

3
・
H
3
w

ミ
l
H
∞
∞
〉
。
そ
も
そ
も
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
(
ま
た
ド
イ
ツ
全
体
で
も
)
「
小
麦
は
ほ
と
ん
ど
食
用
と
し
て
使
わ
れ

な
い
。
そ
れ
は
主
に
外
国
貿
易
用
」
の
輸
出
作
物
な
の
で
あ
っ
た
(
@
開
託
円
山
s
n
o
w
Z
N
H
-
M
V
・
ω
ヨ
〉
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら

小
麦
が
輸
出
さ
れ
る
と
し
て
も
、

「
そ
れ
は
ま
か
れ
た
種
が
非
常
に
多
く
の
実
り
を
つ
け
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
農
民
が
き
わ
め

て
貧
し
い
状
態
に
あ
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
劣
悪
な
穀
類
以
外
は
自
分
で
は
ほ
と
ん
ど
消
費
し
な
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
住
民
の
数
に
比
ぺ

て
土
地
が
広
大
だ
か
ら
で
あ
る
」
ハ
@
s
s
w
ち

-Nω∞)。



そ
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
農
業
生
産
力
が
低
い
と
い
う
右
の
認
識
は
、
逆
に
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
が
相
対
的
に
高
い
と
い
う
認
識
を
ジ
ェ
イ

コ
ブ
に
植
え
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
は
他
の
ど
ん
な
国
よ
り
も
農
業
資
本
家
聞
で
の
商
品
作
物
の
分
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
、
ま
た
一
八
世
紀
後
半
か
ら
の
農
業
革
命
の
進
行
の
な
か
で
劣
等
地
が
肥
沃
地
に
変
化
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ

し
て
こ
う
し
た
変
化
を
更
に
進
め
る
た
め
に
一
層
の
土
地
改
良
投
資
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
る
(
@
s
s
w

同}同)・一戸∞日
1

・・山∞∞
U
Q
)

同」己品。口口
0
・H

∞
Nr
日v
・
ω∞∞)。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
主
張
が
、
ア
l
ン
ル
卿
に
よ
っ
て
「
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
最
も
暗
い
応
促
」
と
概
括
さ
れ
た
時
期
に
生

じ
た
三
度
の
不
況
(
す
な
わ
ち
、

一
五
|
二
ハ
年
、
二

0
年
代
初
頭
、
三
三
i
一
一
一
六
年
)
の
な
か
で
、
最
も
厳
し
い
と
さ
れ
る
ニ

0
年
代

は
じ
め
に
な
き
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

F
・
M
・
L
・
ト
ム
ス
ン
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
ニ

0
年
代
初
頭
に
は
小
麦
輸
入
量
が
わ

ず
か
で
あ
っ
た
の
に
価
格
が
大
き
く
下
落
し
た
と
い
う
事
実
が
示
す
よ
う
に
、
不
況
の
原
因
は
「
外
国
小
麦
と
の
競
争
に
あ
る
の
で
は

な
く
て
、
園
内
の
よ
り
効
率
的
な
穀
物
生
産
者
と
の
競
争
」
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
ジ
エ
イ
コ
ブ
自
身
一
二
年
の
委
員
会
証
言
で
、
現
在
の

不
況
の
原
因
を
「
以
前
の
高
価
格
と
い
う
刺
激
」
に
基
づ
く
国
内
に
お
け
る
穀
物
の
過
剰
生
産

(
H「
供
給
が
需
要
を
超
過
す
る
こ
と

b

に
求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
で
い
て
、
ジ
エ
イ
コ
プ
は
現
下
の
不
況
の
救
済
策
に
つ
い
て
は
、

、、

の
強
聞
な
保
護
の
主
張
と
は
ち
が
っ
て
、
具
体
的
提
言
を
避
け
て
い
る
(
@
同
乱
常

R
0・
5
N
f
司
・

8
己
。
つ
ま
り
彼
は
、
圏
内
に
お
け

一
四
!
一
六
年

る
穀
物
の
過
剰
生
産
の
結
果
と
し
て
内
か
ら
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
体
質
の
改
善
が
進
む
こ
と
は
、
こ
れ
を
容
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ジ
エ
イ
コ
ブ
は
一
四
|
二
ハ
年
の
時
期
に
は
、
豊
作
・
平
和
の
到
来
と
い
う
一
時
的
シ
ョ
ッ
ク
を
深
刻
な
不
況
に
転
化
さ
せ
る
イ
ギ
リ

ス
農
業
の
体
質
の
基
盤
に
資
力
の
貧
し
い
多
数
の
小
農
業
資
本
家
を
み
、
そ
し
て
彼
ら
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
ニ

0
年
代
初

頭
に
は
現
下
の
不
況
の
中
で
没
落
し
て
ゆ
く
彼
ら
の
救
済
は
事
実
上
こ
れ
を
拒
否
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
、
土
地
改

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
プ

一
五
七
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五
八

良
投
資
の
増
大
の
必
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
多
数
の
小
農
業
資
本
家
の
没
落
の
裏
面
を
な
す
犬
農
業
資
本
家
の

拡
大
(
ま
た
土
地
所
有
の
集
中
)
が
劣
等
地
を
優
良
地
に
変
え
る
た
め
の
土
地
改
良
投
資
増
大
の
契
機
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
は
じ
め
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
な
か
で
、

一
四
l
一
六
年
に
示
さ
れ
た
強
固
な
農
業
保
護
か
ら
の
離
脱
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
と
の
離
脱
は
、
一
一
六
i
二
八
年
に
は
つ
い
に
自
由
貿
易
へ
と
接
近
し
て
ゆ
く
と
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
著
作

に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

@ 

NN旬
、
ミ

S

S
由
宇
&
1
3
N
Vロ
ミ
窓
口
口
三

S
ぬ
き

HphkA均
三
室
内
刊
号
両
為
、
.
s
h
S可
H
F
A刊
同
署
名
P
F
o
E
o
p
民
民
・
〈
@

L

「hN
均
辛
口
司
、
同
と
略
称
〉

9 

HNmw匂
O吋
仲
買

2
0
D芯仏

Z
F
9
円
、
。
邑
目
。
同

F
o
の。

5
5
5
2
丘
町
山
田
宮
と

2
4
.回
甲
山
4
吋
の
。
ロ
ロ
ロ
ロ
同
日
寸
話
円
凶

3

3
唱
。
の
江
口
問

Hr③
〉
町
四
円
円
円
己

E
3
m昌
弘

5
9
叶
門
出
印
。
宮
内
《
》
吋

P

F
的。

g
@
え
忌
ゅ
の

OD円
E
g
g
-
ω
仲
間
仲
冊
目
。
同
吋
向
。
込
町

2
D
H
W
C
g
H
v
o
h
E
}回

目
的

叫

J言
内
町
的
ミ
QN刊
誌
ぬ
・
芯
芯
向
。
-
3
叫

J
3
b
s札
口
口
3
h
s♂

F
o
E
o
p
日∞
ω∞・

(
9
P
Q
5
l
N
D
仏
軍
司
OHH
と
略
称
)

ジ
ェ
イ
ヲ
ブ
は
、

@
」
「
師
時
河
内
、
巴
ミ

で
は
特
に
プ
ロ
イ
セ
ン
や
当
時
「
無
限
の
穀
倉
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
穀
物
生

産
の
実
情
を
調
査
し
て
い
る
。
ま
た
@
『
ミ
円
時
的
lN目
白
河
内
必
0
3
で
は
、
メ
ク
レ
ン
プ
ル
ク
の
ユ
ン
カ
ー
で
あ
り
『
孤
立
国
』
〈
勺
ミ
仇
恒
三
仇
l

究
開
問
白
色
町
〉
の
著
者
で
あ
ろ
テ
ュ

l
ネ
ン

Q
・国・

4
0
ロ凶，
F
C
g
ロ
)
の
農
場
を
た
ず
ね
、
彼
か
ら
得
た
資
料
に
基
づ
い
て
同
国
の
農
業

生
産
の
実
情
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
、
右
の
パ
ル

F
海
沿
岸
地
域
で
の
小
麦
輸
出
能
力
が
本
質
的
・
構
造
的
に
小
さ

い
こ
と
を
強
調
し
た
。
ジ
エ
イ
コ
プ
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
周
辺
で
の
小
麦
一
グ
オ
ー
ダ
ー
の
生
産
費
(
こ
こ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
レ
ン
テ
は
合

ま
れ
な
い
)
を
二
八
シ
リ
ン
グ
、
ロ
ン
ド
ン
ま
で
の
運
送
費
そ
の
他
総
計
を
二

0
シ
リ
ン
グ
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
@
守
内
何
時
、
ー

ロ
ミ
を
結
ん
で
い
る
。
「
一
グ
オ
ー
ダ
ー
あ
た
り
一

O
も
し
く
は
一
一
一
シ
リ
ン
グ
の
関
税
が
わ
が
国
で
課
せ
ら
れ
れ
ば
、
〔
国
内
で
の
小
麦
〕



価
格
が
六

O
l六
四
シ
リ
ン
グ
と
仮
定
す
る
場
合
に
は
、

〔
イ
ギ
リ
ス
へ
の
最
大
の
小
麦
輸
出
地
域
で
あ
る
〕
ヴ
ィ
ス
ツ
ラ
川
流
域
で
耕

作
拡
大
に
大
き
な
努
力
を
向
け
さ
せ
る
ほ
ど
の
利
益
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
」
(
@
b
H
勾句、口三

3
・ロ
M
l
巴
巴
。

つ
ま
り
、
国
内
で
の

価
格
が
当
時
の
平
均
的
水
準
で
あ
る
六

0
シ
リ
ン
グ
程
度
な
ら
ば
、

一
O

-
一
-
シ
リ
ン
グ
の
関
税
を
課
し
て
お
け
ば
イ
ギ
リ
ス
へ
の
小

麦
輸
出
は
現
状
の
ま
ま
極
め
て
小
さ
い
〈
六

O
万
ク
オ
ー
ダ
ー
、

一
O
日
分
の
消
費
量
)
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
@
叶
唱
、
尽
な
i
N
p
a
p
w
H
u
。
円
け
で
は
以
下
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る

Q

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
で
は
道
路
の
状
態
が
極
め
て
悪
く
、
し
か
も
最

良
の
小
麦
生
産
地
は
輸
出
港
か
ら
か
な
り
離
れ
て
い
る
の
で
、

「
生
産
者
に
と
っ
て
の
コ
ス
ト
は
距
離
に
複
比
例
し
て
一
放
に
増
大
す

る」。

そ
れ
ゆ
え
、

イ
ギ
リ
ス
へ
の
小
麦
輸
出
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
陸
上
輸
送
費
は
大
き
く
上
昇
し
、
小
麦
輸
出
に
大
き
な
制
棋
が
も

た
ら
さ
れ
る
(
@
吋
言
内
目
的
l
N
D
仏
問
。
旬
。
3w
同省・

5ω
・
F
U
J
S
。
ま
た
「
メ
グ
レ
ン
ブ
ル
ク
産
の
平
均
的
小
麦
が
イ
ギ
リ
ス
市
場
に
陸
揚

げ
さ
れ
て
販
売
さ
れ
る
ま
で
に
、

一
ク
オ
ー
ダ
ー
に
つ
き
〔
生
産
費
三
一
シ
リ
ン
グ
、
運
賃
等
一
四
シ
リ
ン
グ
、
計
以
四
五
シ
リ
ン
グ
の

コ
ス
ト
が
か
か
る
と
す
る
と
(
た
だ
し
、

こ
の
コ
ス
ト
に
は
フ
ァ
マ

l
・
商
人
へ
の
利
潤
や
地
主
へ
の
地
代
は
含
ま
れ
な
い
)
、

ま
た
イ

ギ
リ
ス
産
小
麦
が
六

0
シ
リ
ン
グ
で
販
売
さ
れ
て
い
る
時
に
は
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
タ
産
小
麦
は
〔
そ
の
品
質
の
悪
さ
の
ゆ
え
に
〕
五
一
一
シ
リ

ン
グ
以
上
で
売
れ
な
い
と
す
る
と
、
〔
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
で
〕
小
麦
耕
作
の
拡
大
が
生
ず
る
の
を
気
づ
か
う
べ
き
理
由
は
全
く
な
い
」
(
@

ι「
~vN.
丸

-
w

句。・

AHmlAH-30

つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
小
麦
価
格
が
六

0
シ
リ
ン
グ
の
場
合
に
は
、
何
ら
関
税
を
課
さ
な
く
と
も
、

ユ
ン
カ

l

へ
の
レ
ン
テ
と
商
人
へ
の
利
潤
と
は
わ
ず
か
だ
か
ら
、
当
時
大
陸
で
最
も
安
価

ι小
麦
を
輸
出
し
う
る
メ
グ
レ
ン
ブ
ル
ク
で
の
小
麦
生
産

の
増
大
は
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
メ
グ
レ
ン
ブ
ル
ク
で
小
麦
の
生
産
費
が
安
い
理
由
は
、
小
麦
の
作
付
面
積
が
極
め
て
狭
い
肥
沃

地
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
テ
ュ
E
・8

ネ
ン
の
テ
ロ

i
農
場
で
さ
え
小
麦
作
付
地
は
全
耕
地
中
の
十
一
分
の
一
以
下
で
あ
る
(
@

』「
~vH.
札
-
w
H
V
-

同

ωω)
。

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ

五
九
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一
六

O

更
に
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
一
五
年
穀
物
法
を
厳
し
く
批
判
す
る
。

在
す
る
と
い
う
誤
っ
た
前
提
で
制
定
さ
れ
、
こ
う
し
て
一
ク
ォ

l
タ

l
八

0
シ
リ
ン
グ
を
超
え
る
場
合
を
除
い
て
「
国
内
市
場
の
独
占
」

一
五
年
穀
物
法
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
は
大
き
な
小
麦
輸
出
能
力
が
存

く
下
落
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

が
穀
物
生
産
者
に
与
え
ら
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
厳
し
い
農
業
不
況
の
経
験
が
示
す
よ
う
に
、
輸
入
量
は
少
な
い
の
に
穀
価
は
大
き

一
五
年
穀
物
法
は
穀
物
輸
入
を
不
規
則
に
し
、
そ
し
て
大
陸
に
人
為
的
な
穀
物
の
貯
量
を
形
成
さ
せ
た
。

こ
の
人
為
的
な
貯
量
を
み
て
、
政
府
の
み
な
ら
ず
穀
物
商
人
、
ま
た
小
農
業
資
本
家
だ
け
で
な
く
大
農
業
資
本
家
ま
で
も
が
大
陸
で
は
穀

物
の
大
き
な
剰
余
が
存
在
す
る
と
い
う
誤
っ
た
評
価
を
す
る
に
至
っ
た
。

つ
ま
り
、
大
陸
の
穀
物
輸
出
能
力
に
つ
い
て
の
過
大
評
価
が
人

々
の
聞
に
根
づ
い
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
に
豊
作
の
予
測
や
わ
ず
か
の
穀
物
輸
入
は
国
内
で
の
穀
物
の
売
り
急
ぎ
を
生
み
、
穀
価
が
急

落
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
農
業
利
害
を
苦
境
に
お
と
し
い
れ
る
の
は
、
輸
入
禁
止
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
規
則
的
に
イ
ギ
リ
ス
に

入
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
〔
大
陸
か
ら
の
穀
物
〕
供
給
で
は
な
く
て
、
こ
の

〔
人
為
的
に
つ
く
ら
れ
た
〕
累
積
な
の
で
あ
る
」

(@LSR 

毘)・

5
u
J
H
N
ω

・
H
N吋
l
H
N
∞
〉
。
こ
う
し
て
、

一
五
年
法
は
穀
物
取
引
の
自
由
を
制
限
し
、
取
引
に
伴
う
投
機
が
長
期
的
に
需
給
を
均
衡
さ

せ
価
格
を
安
定
さ
せ
る
の
を
妨
げ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

「
ト
レ
イ
ド
の
自
由
(
昨
日
HO
吟
o
E
O
B
O同
可
白
色
。
〉
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い

ほ
ど
、
価
格
の
調
整
は
よ
り
正
確
に
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
か
ら
で
あ
る
。

一
五
年
法
は
、

三
一
口
で
い
え
ば
「
正
義
の
ル

i
ル
に
反
す
る
」
。

ト
レ
イ
ド
の
自
由
へ
の
制
限
は
「
例
外
で
あ
っ
て
行
動
の
原
則
で
は
な
い
」
(
G
N
-
F
R
・
-
宅
-
H
H
F
H
N

アロ
3
0

ハ
4
)

こ
こ
に
お
い
て
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
、
穀
物
の
自
由
貿
易
と
い
う
立
場
に
最
も
近
づ
い
た
と
い
え
る
。
議
会
で
た
び
た
び
穀
物
法
改
訂
動
議

を
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
自
由
貿
易
論
者

w
-
w
・
ホ
イ
ッ
ト
モ
ア
ハ
巧
・
巧
-
巧
E
C
H
H
2
0
)
が
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
ニ
六
年
の
『
報
告
』

の
結
論
を
「
穀
物
の
自
由
貿
易
〔
を
支
持
す
る
〕
見
解
」
と
呼
ん
だ
の
は
自
然
で
あ
っ
た
。
ま
た
ホ
イ
ッ
ト
モ
ア
は
二
八
年
の
ジ
エ
イ
コ

ブ
の
『
報
告
』
に
つ
い
て
も
こ
う
言
及
し
て
い
る
。
「
〔
穀
物
輸
入
〕
制
限
制
度
は
有
害
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
わ
が
国
人
口
が
増
加



す
る
に
つ
れ
て
そ
の
有
害
な
効
果
は
ま
す
ま
す
強
く
感
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
こ
の
論
点
に
つ
い
て
も
ジ
エ
イ
コ
ブ
氏
は
自
分
と
一

ハ
6
〉

致
す
る
」
と
。

本
稿
の
課
題
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。
第
一
は
、
右
の
よ
う
な
過
程
を
へ
て
保
護
か
ら
自
由
へ
と
接
近
し
た
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
著
作
の
う

ち
で
、
後
の
穀
物
法
論
争
に
決
定
的
な
影
響
を
与
、
丸
山
~
二
六
年
と
二
八
年
の
ニ
つ
の
『
報
告
』
に
お
け
る
、
犬
陸
諸
国
の
小
麦
輸
出
能
力

に
関
す
る
彼
の
分
析
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
1

1
た
だ
し
、
筆
者
の
前
稿
「
自
由
貿
易
と
農
業
」
は
あ
る
程
度
こ
の
課
題
を
果
し
て
い
る

の
で
、
本
稿
を
そ
れ
を
補
強
す
る
に
と
ど
ま
る

1
1
0
第
二
は
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
二
つ
の
『
報
告
』
が
そ
れ
以
降
、
特
に
穀
物
法
を
批
判

す
る
論
者
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
二
つ
の

『
報
告
』
の
穀
物
法
論
争
史
上
の
意
義
は
か
な
り
の
程
度
確
定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
貿
易
政
策
の
展
開
の
な
か

で
最
大
の
重
要
性
含
も
つ
穀
物
法
の
廃
止
が
、
ど
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
で
実
施
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
一
定
の
視
角
が
得
ら
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

(
l
〉
ト
マ
ス
・
ト
ウ
ッ
ク
ハ
斗
F
O
B
S
吋

00同
町
)
の
言
葉
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。
「
自
分
の
資
本
が
き
わ
め
て
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
地
代
の
支

払
お
よ
び
自
ら
の
農
作
業
に
た
い
す
る
支
出
の
た
め
に
、
彼
ら
の
作
物
の
一
部
を
、
収
穫
の
あ
と
脱
穀
し
て
販
売
で
き
る
状
態
に
す
る
と
直
ち
に
、

市
場
に
持
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
人
が
非
常
に
多
い
|
|
!
そ
し
て
農
業
者
の
よ
う
に
広
範
な
階
級
の
な
か
に
は
、
そ
う
い
う
人
が
ど
う

し
て
も
多
い
に
違
い
な
い
@
こ
の
農
業
者
階
級
の
中
で
も
、
地
代
〔
の
支
払
〕
が
遅
れ
あ
る
い
は
銀
行
家
に
負
債
を
負
っ
て
そ
の
支
払
に
迫
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
人
々
は
、
収
穫
の
直
後
に
彼
ら
の
ス
ト
ッ
ク
の
全
部
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
全
部
を
売
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る

Q

こ
う
し
て
各
収
穫
の
終
っ

た
と
き
に
多
か
れ
少
か
れ
必
要
に
迫
ら
れ
て
持
ち
出
さ
れ
供
給
は
、
:
:
:
明
ら
か
に
豊
作
の
場
合
に
は
、
価
格
を
押
し
下
げ
る
思
惑
の
影
響
を
倍
加

す
る
促
進
力
と
な
る
」
(
寸
}HOBE
凶

o
c
Z
S
Q
巧ロ
E
5
2
0当
吉
田

R
Y
h
h芝
ロ
ミ
ミ
N
U
ミ円
8
・
き
色
白
¥
H
E
~叫

HRHH肉
色

¥
H
E
Q三
位
向
日
l

S
2・
去
三
s
h
・
HF四
之
宮
町
出
品
ご
』
白
血
血
l
N
h
h
q
U
4
0
】
・
タ
句

-
g∞
L
∞
勾
・
藤
塚
知
義
訳
「
『
物
価
史
』
第
五
巻
(
そ
の
一
五
)
」
、
『
武
蔵
大
学
論

集
』
三
三
巻
一
号
、
一
九
八
五
年
Y

一
九
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
右
の
よ
う
な
状
態
な
の
で
あ
っ
た
@

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ

~ 

/' 
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一
六

(

2

)

 

(

3

)

 
Nωω
・

(

4

)

た
だ
し
、
つ
づ
い
て
ジ
エ
イ
コ
プ
が
あ
く
ま
で
例
外
的
に
で
は
あ
る
が
、
農
業
に
対
す
る
「
妥
当
で
現
実
的
な
保
護

2
ロ
叩
白
ロ
仏
門
冊
目
H
H
M
g芯
l

三
宮
口
〉
」
を
認
め
た
こ
と
を
し
る
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ト
レ
イ
ド
の
自
由
の
意
義
が
大
き
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
状
の
よ
う
に
大
陸
諸
国
の
小
麦
輸
出
能
力
は
極
め
て
小
さ
く
、
そ
れ
を
増
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
価
格
が
大
き
く
上
昇
す
る
と
い
う

事
情
の
下
で
は
、
更
に
加
え
て
、
一
五
年
法
の
た
め
に
大
陸
の
小
麦
輸
出
能
力
が
過
大
評
価
さ
れ
、
平
均
す
れ
ば
少
量
に
す
ぎ
な
い
小
麦
輸
入
が
小

麦
の
売
り
急
ぎ
を
も
た
ら
し
、
そ
し
て
価
格
急
落
↓
農
業
不
況
に
よ
っ
て
国
内
小
麦
生
産
に
有
害
に
作
用
し
て
い
る
と
い
う
事
情
の
下
で
は
、
「
一

0
0パ
ー
セ
ン
ト
完
全
に
左
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
主
-
訟
に
は
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
供
給
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
己
つ
ま

り
、
イ
ギ
リ
ス
が
穀
物
自
給
率
を
高
く
維
持
し
な
い
場
合
に
は
、
国
民
に
十
分
な
穀
物
を
供
給
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
は
か
え
っ
て
高
く
つ
く
の
で
あ

る
@
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
場
合
の
農
業
保
護
は
内
容
的
に
は
、
「
〔
小
麦
〕
価
格
が
あ
ま
り
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
消
費
者
を
保
護
す
る
」
も
の
で
あ
っ

た
(
⑤
早
尽
な
‘
M
E
F当
D
F
官
官
・
ぉ
L
H
∞
iHH
由〉

Q

ジ
エ
イ
コ
ブ
の
い
う
「
妥
当
で
現
実
的
な
保
護
」
の
中
身
は
具
体
的
で
は
な
い
が
、
二
六
年

の
『
報
告
』
の
結
論
、
ま
た
メ
ク
レ
ン
プ
ル
ク
で
の
小
麦
供
給
能
力
に
つ
い
て
の
議
論
等
か
ら
、
そ
れ
は
自
由
貿
易
に
接
近
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
、

筆
者
は
判
断
す
る
@
こ
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
「
自
由
貿
易
と
農
業
」
(
前
掲
)
を
み
ら
れ
た
い
@
た
だ
し
、
右
の
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
農
業
保
護

を
容
認
し
た
部
分
の
み
を
引
用
し
て
、
反
穀
物
法
同
盟
公
宮
〉
己
目
。
。
自
門
2
4
F
g凹
5
)

と
対
決
し
た
匿
名
著
者
が
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ

る
@
こ
の
著
者
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
綿
工
業
者
を
富
ま
せ
る
た
め
に
農
業
関
係
者
を
破
滅
さ
せ
よ
、
と
要
求
さ
れ
て
い
る
の
だ
!
」
、
「
安
い
パ
ン

(岳
g
℃
宵

8
3
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
飢
餓

(
g
σ
S
E
虫

色
G

へ
の
第
一
歩
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
農
業
保
護
の
必
要
性
を
強

調
す
る
が
、
そ
の
際
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
二
八
年
の
『
報
告
』
の
右
の
部
分
の
み
を
引
用
し
て
自
己
の
正
当
性
を
権
威
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る

G
・u・c・-

h
a
b
hミ
ミ
包

H
b
S両
足
。
bN同
色
」
二
宮
匂
昌
弘
司
邑
同
$hhNDさ
き
忌
ぬ

(
u
b
s
h白
5
・
F
D
P且
o
p
H
∞
ω夕
日
U

司
-
M
O
W
N∞
・
ミ
l
E
)
・
だ
が
、
本
稿
が

こ
れ
か
ら
示
す
よ
う
に
、
テ
エ
イ
コ
プ
の
『
報
告
』
を
農
業
保
護
ほ
の
正
当
性
を
理
由
づ
け
る
た
め
に
用
い
た
の
は
例
外
に
属
す
る

Q

(

5

)

一
八
二
六
年
四
月
一
八
日
の
ホ
イ
ッ
ト
モ
ア
の
議
会
演
説
。
町
民
三
芯
S
S芯
ミ

U
Sミ
3
5
4
4
由

R
W
P
4
0
-・
5
w
司・

ω巴・

(

6

)

一
八
二
八
年
四
月
二
五
日
の
ホ
イ
ッ
ト
モ
ア
の
議
会
演
説
。

Nub
志向
§
S
H
aミ

b
s
b門
主
出
。
当
問
。
吋
M
m
P
4
0
-
-
S
L
Y
E由・

〈

7
〉
こ
こ
で
は
、
二
八
年
の
『
報
告
b

に
つ
い
て
の

D
-
G
・パ

i
ン
ズ
の
言
葉
を
引
用
し
て
お
く
。
「
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
第
二
円
報
告
』
は
、
二
八

H
b
a
何
百
円
四
wNW3注
目
与
、
司
、
き
叫
3
h
H
V
S叩

a
a丸
、
日
是
認
旦

HUH
叶
公
開
仲
間
的
ロ
白
血
w
z
m
J司

J
E吋
日
♂
巴
叶
N
Y
円以・

ωHU
・

明
，
・
呂
・
円
、
.
凶
，
F
O
B
]
u
g
p
同
s
h
U
な
M
H
h
b
a民
主

~wb円
九
町
内
旧
民

a
H
F
内
之
さ
同
町
言
語
H
F
(リ
室

内

Hhミ
w
F
g
a
o
D
目
白
色
吋
R
Cロ門
O
W
E
S
-
3・
N
S
I



年
穀
物
法
を
作
成
し
た
人
々
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
の
自
由
貿
易
論
者
に
は
多
大
な
影
響
を
有
し
た
」

(
0
・の・

回
h
w
g
a
w
h
同
走
。
ミ
也
、
志
向
同
昌
也
弘
師
、
v

。ロ3
h白
号
、
色
遣
N
q
g
l
H白
血

q
u
5
8
・
8
勺・

zmd司
J

円。円
}
C
H
u
g
-
同

y
N
H
0・
)

穀
物
法
批
判
者
と
二
つ
の
『
報
告
』

J
-
R
・
マ
カ
ロ
ッ
ク

Q
。
吉
田
吉
田
山
可
冨
円
。
巳
-
。
岳
〉
の
穀
物
法
問
題
に
関
す
る
論
調
は
、

一
八
二
二
年
か
ら
二
四
年
の
聞
に
微
妙

ニ
二
年
二
月
の
『
エ
ジ
ン
バ
ラ
・
レ
ヴ
ュ

i
』

(
1
)
 

昨
日
目
印
ー
ー
の
主
的
。
回
同
0
5
0
a
H
g
)」
と
題
す
る
論
説
を
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
執
筆
し
て
い
る
。

な
変
化
を
み
せ
て
い
る
。

に
「
農
業
不
況
1

1
原
因
と
救
済
策
(
〉
宵

F2-zs-
口
町
1

ま
た
二
四
年
一

O
月
の
同
誌
に
も
「
外
国
穀
物

〈

2
)

の
価
格

l
l穀
物
法
の
廃
止
(
句
門
戸

g
丘町，
2
2官
。
。

E
〉
σ
0
5
2ロ
え
匹
。
。
。

B
U
d弓
田
ど
を
発
表
し
て
い
る
。
両
論
説
に
共

通
す
る
論
点
は
こ
う
で
あ
る
。

一
五
年
穀
物
法
の
輸
入
制
限
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
劣
等
地
耕
作
が
進
み
、
こ
の
た
め
国
内
穀
価
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
穀
価
に
運
送
費
を
加
え
た
水
準
よ
り
も
人
為
的
に
高
く
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
人
為
的
な
耕
作
拡
大
は
天

候
条
件
等
に
よ
っ
て
豊
作
と
な
っ
た
時
に
は
、
外
国
か
ら
の
輸
入
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
、
穀
物
需
要
が
非
弾
力
的
な
こ
と
と
あ
い
ま
っ

て
、
穀
価
の
激
し
い
下
落
を
も
た
ら
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
劣
等
地
耕
作
が
進
ん
で
い
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
の
穀
価
水
準
は
大
陸
諸
国
に
比

べ
て
著
し
く
高
く
、
豊
作
に
よ
っ
て
生
じ
た
過
剰
穀
物
は
価
格
が
大
き
く
下
が
ら
な
い
限
り
輸
出
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
こ
う

し
た
穀
価
の
大
下
落
は
当
然
に
穀
物
作
付
を
減
じ
、
こ
こ
で
天
候
不
順
の
た
め
に
不
作
と
な
れ
ば
、
小
麦
に
つ
い
て
い
え
ば
一
ク
ォ

l
タ

l
八

0
シ
リ
ン
グ
に
な
る
ま
で
輸
入
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
価
格
は
急
上
昇
す
る
。
こ
の
た
め
再
び
作
付
は
拡
大
さ
れ
劣
等
地
耕
作
は

(
3〉

進
む
、
と
。
つ
ま
り
一
五
年
穀
物
法
は
極
端
な
低
穀
価
と
高
穀
価
と
を
、
そ
し
て
作
付
拡
大
と
縮
小
と
を
交
互
に
も
た
ら
す
の
で
あ
り
、

現
在
の
低
穀
価
1

1

二
二
年
二
月
の
小
麦
価
格
は
一
ク
オ
ー
ダ
ー
四
八
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
|
|
の
、
ま
た
農
業
不
況
の
原
因
は
「
外
国

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ

一
六
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穀
物
の
輸
入
に
で
は
な
く
て
、
そ
の
排
除
に
あ
白
。

一
六
四

だ
か
ら
穀
物
法
を
廃
止
し
穀
物
の
自
由
輸
入
が
実
施
さ
れ
れ
ば
穀
価
の
こ
う
し
た

大
き
な
変
動
は
な
く
な
り
、
穀
価
は
安
定
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ニ
ニ
年
と
二
四
年
の
両
論
説
ほ
以
上
の
よ
う
な
共
通
点
を
も
ち
な
が
ら
も
、
穀
物
法
の
廃
止
が
イ
ギ
リ
ス
農
業
に
与
え
る

打
撃
は
ど
う
か
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
は
、

つ
ま
り
ど
れ
だ
け
の
土
地
が
耕
作
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
論
点
に
つ
い
て

は
見
過
す
こ
と
の
で
き
な
い
論
調
の
変
化
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
論
説
と
も
、
自
由
輸
入
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
に
平
年
に
輸
入

さ
れ
る
小
麦
価
格
を
一
ク
オ
ー
ダ
ー
五
五
シ
リ
ン
グ
程
度
(
大
陸
で
の
価
格
四
五
シ
リ
ン
グ
・
ア
ラ
ス
・
運
送
費
等
一

0
シ
リ
ン
グ
)
と

(
5〉

み
な
し
な
が
ら
も
、
ニ
ニ
年
の
論
説
で
は
イ
ギ
リ
ス
農
薬
へ
の
打
撃
の
推
定
は
一
般
的
な
議
論
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
限

り
で
か
な
り
大
き
い
と
読
者
に
は
う
け
と
ら
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
二
四
年
の
論
説
で
は
議
論
は
ヨ
リ
具
体
的
に
な
さ

れ
て
お
り
、

ま
た
明
ら
か
に
力
点
ほ
打
撃
が
小
さ
い
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
。

ニ
二
年
の
論
説
で
は
、
穀
物
の
白
由
貿
易
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
は
「
か
な
り
の
量
の
劣
等
地

(
m
w
n
o
ロ印昨仏
21pσ
目
。
円
山
口
山
口
片
山
門
一
可

O
同

宮
内
。
ユ
耳
目
白
ロ
仏
)
の
今
後
の
耕
作
が
阻
止
さ
れ
る
」
こ
と
と
な
り
、
こ
う
し
て
つ
現
在
貧
し
い
土
地
の
耕
作
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
な
り

の
数
の
人
々
守

g
5
5
2
M毎日
o
E
H
B
r
2
0
H
F
O
M
U
O吋
凹

O
B
)
が
そ
の
エ
ン
プ
ロ
イ
メ
ン
ト
か
ら
な
げ
出
さ
れ
る
一
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
耕
作
が
放
棄
さ
れ
る
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
た
資
本
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に

文
句
を
言
う
の
は
ア

i
ク
ラ
イ
ト
の
紡
績
機
の
発
明
に
よ
っ
て
旧
式
の
機
械
が
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
に
文
句
を
言
う
の
と
同
じ
よ
う

(
6〉

に
馬
鹿
げ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
こ
の
論
説
で
の
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
議
論
は
、

「
か
な
り
の
量
一
」
の
劣
等
地
耕
作
の
放
棄
と

い
う
域
を
出
な
い
の
で
あ
っ
て
、
穀
物
法
麗
止
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
へ
の
影
響
は
今
ひ
と
つ
具
体
的
で
は
な
い
し
、
同
時
に
「
か
な
り
の

量
」
と
い
う
言
葉
の
限
り
で
は
そ
の
影
響
は
小
さ
く
は
な
い
と
受
け
と
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
二
年
初
頭
の
小
麦
価
格
は
↓
一
ク
ォ
!



タ

l
四
八
シ
リ
ン
グ
程
度
で
あ
り
、
自
由
貿
易
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
に
平
年
に
お
い
て
輸
入
さ
れ
る
価
格
と
推
定
さ
れ
た
五
五
シ
リ
ン

グ
を
下
廻
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
由
貿
易
に
よ
る
劣
等
地
耕
作
の
放
棄
を
今
ひ
と
つ
具
体
的
で
は
な
く
「
か
な
り
の
量
一
」
と
述

べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
論
説
の
執
筆
時
に
は
今
だ
農
業
不
況
の
帰
趨
が
定
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
穀
価
下
落
に
対
し
て
個
々
の
農
業
者
が
と
る
対
応
は
、
ま
ず
始
め
は
作
付
面
積
を
拡
大
し
て
価
格
下
落
を
生
産
量
増
大
で
補
う

マ
カ
ロ
ッ
ク
は
こ
う
し
た
農
業
者
の
対
応
は
昨
年
も
極
め
て
一
般
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
今
年
も
そ
れ
が
続
き
そ
う

〈

8
〉

だ
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
内
で
の
過
剰
生
産
に
伴
う
作
付
面
積
の
調
整
過
程
は
今
だ
完
了
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ

こ
と
で
あ
る
が
、

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
〔
対
仏
戦
争
下
の
U

高
穀
価
の
期
同
に
耕
作
に
ひ
き
い
れ
ら
れ
た
貧
し
い
土
地
」
が
耕
作
を
続
け
る
こ
と
は
あ
り
え

な
い
と
い
う
言
葉
は
あ
り
は
す
る
も
の
の
、
議
論
は
な
お
一
般
的
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
二
四
年
の
論
説
で
は
農
業
不
況
の
帰
趨
が
定
ま
っ
た
と
い
う
判
断
の
う
え
で
、
穀
物
法
廃
止
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
へ
の
影
響
は

極
め
て
小
さ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
穀
物
貿
易
の
事
情
に
通
じ
た
人
々
の
意
見
を
総
合
す
る
と
平
年
時
に
イ
ギ
リ
ス
に
輸
入

さ
れ
る
小
麦
価
格
は
一
ク
オ
ー
ダ
ー
五
五
|
六

0
シ
リ
ン
グ
程
度
で
あ
り
、
し
か
も
実
際
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
輸
入
量
を
推
定
し
て

み
て
も
国
内
小
麦
消
費
量
か
ら
み
れ
ば
そ
れ
は
わ
ず
か
な
部
分
に
す
ぎ
払
叫
。
他
方
現
在
の
小
麦
価
格
は
五
五
シ
リ
ン
グ
二
ペ
ン
ス
で
あ

る
。
つ
ま
り
「
現
在
イ
ギ
リ
ス
の
穀
価
は
大
陸
の
普
通
の
水
準
程
度
に
低
い
。
ま
た
あ
る
政
策
的
制
度
か
ら
他
の
そ
れ
〔
U
戦
争
か
ら
平

和
(
こ
の
場
合
、
一
九
年
の
免
換
再
開
も
含
め
て
考
え
ら
れ
よ
う
出
へ
の
移
行
に
つ
き
も
の
の
変
動
と
混
乱
と
は
す
べ
て
す
で
に
生
じ

て
し
ま
っ
た
。
地
代
と
賃
金
は
減
少
し
た
。
多
量
の
貧
し
い
土
地
は
耕
作
を
放
棄
さ
れ
た
。
現
在
、
生
産
活
動
は
新
し
い
秩
序
に
適
応
し

ち
い
か
守
こ
の
文
章
に
あ
る
、
耕
作
が
す
で
に
放
棄
さ
れ
た
「
多
量
の
貧
し
い
土
地
」
と
は
、
別
の
箇
所
で
穀
物
法
鹿
止
に
よ
っ
て
耕

作
が
放
棄
さ
れ
る
の
は
「
一
八

O
九
l
一
四
年
の
大
々
的
な
耕
作
熱
公

Z
E四
町
内
向

B
吉
ぬ

B
富
山
岳
の
期
間
に
耕
作
に
引
き
入
れ
ら
れ

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ

一
六
五
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一
六
六

た
貧
し
い
土
地
の
大
部
分
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
と
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
続
い
て
マ
カ
ロ

ツ
ク
が
一
言
う
よ
う
に
、
た
と
え
穀
物
法
が
存
続
し
て
も
、
園
内
穀
物
の
過
剰
生
産
に
も
と
づ
く
厳
し
い
農
業
不
況
の
た
め
に
「
こ
う
し
た

土
地
の
最
終
的
な
〔
耕
作
〕
放
棄
は
、
穀
物
貿
易
へ
の
制
限
が
廃
止
さ
れ
よ
う
が
さ
れ
ま
い
が
、
確
実
に
生
ず
る
に
ち
が
い
な
い
」
か
ら

(

U

)

 

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
う
い
う
事
態
に
お
い
て
は
、
穀
物
の
自
由
貿
易
に
よ
っ
て
穀
価
が
下
が
る
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

「
現
行
穀
物
法

の
廃
止
が
わ
が
国
に
外
国
産
穀
物
を
殺
到
さ
せ
る
と
か
、
わ
が
耕
地
の
大
き
な
部
分
を
牧
場
に
転
換
さ
せ
る
と
か
い
う
結
果
を
も
た
ら
す

ハロ〉

と
想
像
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
膜
わ
し
い
誤
謬
な
の
で
あ
る
」
。
つ
ま
り
一
八
一
九
年
以
降
外
国
穀
物
の
輸
入
が
ほ
と
ん
ど
な
い
中
で

国
内
穀
物
の
過
剰
生
産
に
よ
っ
て
も
た

h

り
さ
れ
た
価
格
水
準
と
耕
作
の
水
準
と
は
、
穀
物
法
の
廃
止
に
よ
っ
て
こ
れ
以
上
下
げ
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
、
と
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
、
穀
物
法
の
廃
止
に
よ
っ
て
穀
価
の
大
き
な
変
動
と
そ
の
結
果

と
し
て
の
高
穀
価
下
で
の
救
貧
税
の
増
大
と
は
な
く
な
る
か
ら
、
農
業
者
も
地
主
も
穀
物
の
自
由
貿
易
か
ち
利
益
を
得
る
こ
と
を
強
調
し

て
い
る
。

二
四
年
の
こ
の
論
説
以
降
、

マ
カ
ロ
ッ
ク
の
穀
物
法
問
題
に
つ
い
て
の
強
調
は
、
国
内
で
の
農
業
改
良
の
進
行
(
特
に
コ
一

0
年
代
以

降
)
を
背
景
に
し
て
農
業
改
良
の
実
際
上
の
効
果
は
地
代
を
引
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
論
点
を
含
み
・
な
が
ら
、
穀
物
法
廃
止
は
イ
ギ

〈

日

)

リ
ス
農
業
に
打
撃
を
与
え
な
い
、
ま
た
か
え
っ
て
利
益
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
に
置
か
れ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、

一
八
四
一
年
に
出
版
さ

れ
そ
の
年
の
う
ち
に
六
版
を
重
ね
る
売
行
き
を
み
せ
た
著
作
の
な
か
で
、

マ
カ
ロ
ッ
ク
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
農
業
関
係
者
は
、
穀
物

法
の
全
面
的
な
・
無
条
件
の
廃
止
か
ら
さ
え
何
も
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。

〔
自
分
は
全
面
・
無
条
件
廃
止
に
反
対
だ
が
〕

そ
う
し
た
方
策

が
実
施
さ
れ
て
も
一
エ
ー
カ
ー
の
土
地
も
耕
作
か
ら
ひ
き
あ
げ
ら
れ
な
い
し
、
地
代
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

〔
穀
物



法
が
な
く
と
も
〕
土
壌
の
優
越
さ
、
農
民
の
熟
達
、
商
工
業
階
級
の
富
が
農
業
の
ひ
き
続
く
繁
栄
を
保
証
す
る
だ
ろ
議

だ
が
、
穀
物
法
の
廃
止
が
イ
ギ
リ
ス
農
業
に
与
え
る
影
響
を
小
さ
く
み
る
マ
カ
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
今
ひ
と
つ
重
要
な
問
題
は
、
二
四
年

の
論
説
で
も
ふ
れ
ら
れ
た
外
国
穀
物
の
価
格
水
準
と
そ
の
供
給
能
力
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
イ
ギ
リ
ス
へ
の
穀
物
供
給
地
と
し
て

最
も
重
要
な
も
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
、
特
に
バ
ル
ト
海
貿
易
で
あ
っ
た
が
、

マ
カ
ロ
ッ
ク
は
二
四
年
の
論
説
で
は
こ
の
地
域
で
の
穀
物

価
格
と
過
去
の
特
に
小
麦
輸
入
量
と
に
つ
い
て
の
デ

l
タ
を
、

J
-
J
・
オ
ッ
デ
イ
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
業
』

C-
一「・

0
《昌一ヲ同ミ、。」守
S
3

。
巴
§
ミ
ミ
内
向
w
N
J
1
O
F
-
-
U
H
H

己主
o
q
E
P
H
∞O
吋
〉
や
一
八
一
二
年
下
院
農
業
不
況
委
員
会
で
の

W
・
E
・
グ
レ
イ
ド
(
当
・
H
W

・の詰門目。〉、

E
-
ソ
リ
イ
(
何
(
富
山

E
ω
。
日
々
〉
、
そ
し
て
本
稿
が
中
心
的
に
と
り
あ
げ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ
等
の
証
言
か
ら
と
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
上
で
、

(
日
)

か
っ
た
」
こ
と
を
強
調
し
、
ま
た
国
内
小
麦
価
格
が
一
ク
ォ

i
タ
l
六

0
シ
リ
ン
グ
の
場
合
に
は
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
出
し
う
る
小
麦

「
平
年
に
は
外
国
産
小
麦
は
一
ク
オ
ー
ダ
ー
あ
た
り
五
五
六

0
シ
リ
ン
グ
以
下
で
は
イ
ギ
リ
ス
に
輸
入
さ
れ
え
な

量
は
七

O
万
ク
ォ

l
タ
l
以
下
で
あ
る
と
い
う
ソ
リ
イ
の
証
言
を
つ
か
っ
て
、
も
し
自
由
貿
易
の
下
で
こ
の
輸
出
量
が
二
倍
に
な
っ
て
も

「
大
ブ
リ
テ
ン
の
全
消
費
量
の
二

O
分
の
一
以
下
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
四

O
万
ク
ォ

l
タ
ー
で
あ
り
、

一
四

O
万
の
二

O
倍
は

λ
0
0万
だ
か
ら
、
当
時
の
大
ブ
リ
テ
ン
の
小
麦
消
費
量
を
過
大
に
見
積
っ
て
い
る
(
も
し
く
は
、

「
全
消
費
量
」
を
小
麦
だ
け
で
な
く

全
穀
物
消
費
量
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
過
小
に
見
積
っ
て
い
る
)
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
こ
こ
で
の
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
真
意

は
、
穀
物
の
自
由
貿
易
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
小
麦
需
要
が
規
則
的
に
な
り
、

大
き
く

(
U
二
倍
に
)
増
大
し
た
と
仮
定
し
て
み
て
も
、
そ
の
量
は
大
ブ
リ
テ
ン
の
小
麦
消
費
量
か
ら
み
れ
ば
大
き
く
は
な
い

(
U
二
O

」
の
た
め
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
小
麦
輸
出
能
力
が

分
の
一
以
下
)
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
論
説
か
ら
約
一
年
半
の
後
に
、
主
に
バ
ル
ト
海
沿
岸
地
域
で
の
穀
物
生
産
な
ら
び
に
穀
物
価
格
の
現
状
と
将

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ

二
ハ
七
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来
の
見
通
し
と
に
つ
い
て
の
詳
し
い
調
査
報
告
が
あ
ら
わ
れ
た
。
商
務
省
(
切

S
E
え
凶
，

B
色
。
)
の
穀
物
統
計
調
査
官
で
あ
っ
た
ジ
ェ
イ

一
六
八

コ
プ
が
ニ
六
年
四
月
に
議
会
に
配
っ
た
『
外
国
穀
物
貿
易
な
ら
び
に
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
に
つ
い
て
の
報
脅
』

(
原
題
は
前
掲
)
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
の
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
『
報
告
』
は
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
地
域
で
の
特
に
小
麦
の
輸
出
能
力
が
現
在
・
将
来
と
も
極
め
て
小
き
い

こ
と
を
強
調
し
て
い
た
か
ら
、
穀
物
法
廃
止
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
へ
の
影
響
を
低
く
み
る
マ
カ
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
主
張
の
重
要

に
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
こ
の
『
報
告
』
を
と
り
あ
げ
て

マ
カ
ロ
ッ
ク
は
早
速
、
二
六
年
九
月
の
『
エ
ジ
ン
バ
ラ
・
レ
ヴ
ュ

i
』

(
げ
)

「
穀
物
法
の
廃
止
(krσ

。ロ
oロ
え
忌
o
ロ
ミ
P
F
M
3
2
ど
と
い
う
論
説
を
発
表
し
た
。

な
柱
と
し
て
使
い
う
る
、
ま
さ
に
貴
重
な
『
報
告
』
で
あ
っ
た
。

マ
カ
ロ
ッ
ク
は
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
『
報
告
』
に
議
辞
を
惜
し
ま
な
い
。
バ
ル
ト
海
沿
岸
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ロ
シ
ア
領
で
の

「
穀
物
供
給
の
現
状
と
そ
の
増
大
の
可
能
性
と
に
つ
い
て
の
信
頼
で
き
る
情
報
」
を
収
集
す
る
た
め
に
、
政
府
は
ジ
エ
イ
コ
ブ
を
当
地
に

派
遣
し
た
。

「
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
過
去
に
ド
イ
ツ
北
部
や
プ
ロ
イ
セ
ン
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
彼
が
統
計
的
調
査
に
十
分
な
注
意
を
払

っ
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
同
時
に
彼
は
農
業
の
実
情
に
つ
い
て
も
細
部
に
わ
た
っ
て
完
壁
な
知
識
を
も
っ
て
い
た
。
帰

国
後
彼
が
提
出
し
た
『
報
告
』
は
、
〔
同
地
へ
の
〕
派
遣
に
は
彼
が
適
任
で
あ
っ
た
こ
と
を
十
二
分
に
証
明
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
点
で
、

」
の
『
報
告
』
は
最
も
貴
重
な
記
録
で
あ
る
」
。

マ
カ
ロ
ッ
ク
は
更
に
続
け
る
。
「
ジ
エ
イ
コ
ブ
氏
は
最
良
の
情
報
源
を
す
べ
て
手
に
し
、

そ
れ
ら
を
熱
心
に
利
用
し
た
。
そ
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
な
ら
び
に
下
部
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
域
に
お
け
る
土
壌
の
自
然
的
な
肥
沃
さ
、
農
業
組

織
、
農
村
人
口
の
現
状
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
の
極
め
て
正
確
で
綿
密
な
詳
論
を
呈
示
し
た
。
彼
が
収
集
し
詳
述
し
た
事
実
と
観
察
と

か
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
北
部
諸
州
ま
た
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
穀
物
増
産
能
力
は
普
通
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
は
る
か
に
小
さ
い
こ

と
が
わ
か
る
。
農
業
技
術
は
ほ
と
ん
ど
ど
こ
で
も
ま
っ
た
く
の
最
低
水
準
に
あ
る
。
沿
山
一
単
一
諸
川
の
土
壌
は
貧
し
い
砂
地
で
不
毛
で
あ
る
。

ζ
B
8
4
F
の
m凶

]
H
E
P
く

oFU『
口
芯
と
い
っ
た
極
め
て
遠
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
各
州
は
比
較
的
豊
か
な
土
地
で
あ
り
、
か
な
り
の
量
の
輸
出



用
穀
物
を
容
易
に
供
給
す
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
海
か
ら
非
常
に
遠
く
離
れ
て
お
り
、
穀
物
を
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
ま
で
運
ぶ
費
用

が
平
均
し
て
一
ク
オ
ー
ダ
ー
あ
た
り
一
一
一
一
八
シ
リ
ン
グ
も
か
か
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
諸
州
が
お
よ
そ
大
輸
出
地
方
と
な
る
こ
と
へ

(
路
)

の
ほ
と
ん
ど
打
ち
勝
ち
が
た
い
障
害
と
な
っ
て
い
る
」
。

小
さ
い
こ
と
を
く
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
『
報
告
』
の
要
留
を
紹
介
し
、
穀
物
の
自
由
貿
易
が
イ
ギ
リ
ス
農
業
へ
与
え
る
打
撃
が

ハぬ〉

「
地
主
と
農
業
者
は
勇
気
を
も
っ
て
よ
い
」
の
で
あ
る
。

× 

× 

× 

× 

× 

× 

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
の
創
刊
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

(
回
出

HHMg
巧
己
的
O
D
)

l土

一
八
三
九
年
に
出
版
し
た

『
穀
物
法
の
影
響
』

Q
ミ
尽
き

sb刊

号

。

3
E
5
8
Q
K百円
H
N
3
h
a
む
の
ぎ
旬
問
的
。
三
言
。
き
さ
き
た
予
言
弘
吉
込
町
ど
N

む
と
辺
町
営

ト
h
N
3
円
四
時
円
四
?
な
誌
に
-
F
C
口角。

P
Z
3〉
に
お
い
て
穀
物
法
の
廃
止
に
よ
っ
て
農
業
関
係
者
は
む
し
ろ
利
益
を
得
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

(
勿
〉る

。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ
る
と
、
穀
物
法
に
つ
い
て
の
従
来
の
論
争
は
穀
物
法
の
実
際
の
影
響
を
過
大
に
評
価
し
た
う
え
で
な
さ
れ
て
き

た
。
す
な
わ
ち
、
穀
物
法
を
批
判
す
る
工
業
関
係
者
は
穀
物
法
を
廃
止
す
れ
ば
穀
物
価
格
は
現
在
の
半
分
に
な
り
、
ま
た
そ
の
結
果
賃
金

も
半
分
に
な
り
、
そ
し
て
エ
業
品
価
格
は
低
下
し
、
そ
の
輸
出
は
急
増
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。
他
方
穀
物
法
を
支
持
す
る
農
業
関
係
者

は
、
穀
物
法
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
穀
物
自
給
率
が
す
ぐ
に
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
下
が
る
か
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
両

者
の
考
え
に
は
何
の
根
拠
も
な
い
。
そ
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
こ
の
点
を
証
明
す
る
た
め
に
、

「
抽
象
理
論
」
に
時
間
を
費
す
こ
と
を
避
け

て
一
入
一
五
年
以
降
の
「
穀
物
法
の
作
用
に
つ
い
て
の
統
計
と
歴
史
的
事
実
」
と
の
検
討
に
力
を
注
ぐ
、
と
述
べ
て
い
る
(
宅
-
N
1
3
0

従
来
の
穀
物
法
を
め
ぐ
る
論
争
が
穀
物
法
の
影
響
の
過
大
評
価
の
う
え
で
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
第
一
の
原
因
と
し
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
の
小
麦
供
給
能
力
!
ー
そ
の
生
産
費
に
つ
い
て
で
あ
れ
、
ま
た
生
産
可
能
量
に
つ
い
て
で
あ
れ

i
lに
関
し
て

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
£
イ
コ
ブ

一
六
九
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七
0 

万
人
が
抱
い
て
い
る
過
大
な
信
頼
」
を
あ
げ
る
。

つ
ま
り
、
大
陸
小
麦
の
価
格
が
あ
ま
り
に
低
く
、
ま
た
そ
の
輪
出
可
能
量
が
あ
ま
り
に

大
き
く
想
定
さ
れ
た
た
め
に
、
農
業
関
係
者
は
自
由
貿
易
の
下
で
の
被
害
の
大
き
さ
を
、
工
業
関
係
者
は
穀
物
法
の
下
で
の
被
害
の
大
き

さ
を
共
に
誇
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

eu・日
ω
l
E〉
。
し
た
が
っ
て
穀
物
法
の
、
ま
た
そ
の
廃
止
の
影
響
を
正
し
く
評
価
す
る

に
は
、
な
に
よ
り
も
大
陸
小
麦
の
供
給
能
力
を
正
確
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
「
近
年
、
農
業
の
諸
改
良
と
機
械
導
入
に
よ
る
労

働
の
節
約
と
に
よ
っ
て
〔
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
の
小
麦
の
〕
生
産
費
は
以
前
よ
り
も
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
」
な

-g〉
と
い
う
事
情
が
あ

る
か
ら
、
な
お
さ
ら
大
陸
で
の
小
麦
の
供
給
能
力
に
つ
い
て
の
正
し
い
デ

l
タ
は
必
要
な
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ
る
と
、

「
大
陸
で
の
耕
作
の
費
用
と
範
囲
と
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
有
す
る
最
高
に
し
て
最
良
の
公
式
情
報
は
、

八
二
七
年
に
こ
の
問
題
を
調
査
す
る
た
め
に
大
陸
を
公
式
に
視
察
し
た
後
、
翌
二
八
年
に
商
務
省
に
提
出
さ
れ
た
ジ
エ
イ
コ
ブ
氏
の
『
報

告
』
の
中
に
み
い
だ
さ
れ
る
」
守
・
日

3
。
|
|
こ
こ
で
い
わ
れ
る
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
二
八
年
の
『
報
告
』
と
は
山

「
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の

農
業
と
穀
物
貿
易
と
に
つ
い
て
の
報
告
」

(
原
題
は
前
掲
)
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
の
『
穀
物
貿
易
と
穀
物
法
と
に
つ
い
て
の
小
論
』

(原

題
は
前
掲
)
と
い
う
著
作
の
三
論
説
中
の
第
一
論
説
と
し
て
入
れ
ら
れ
て
い
る
|
|
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
言
葉
を
続
け
よ
う
。

一
ジ
エ
イ
コ

ブ
氏
は
メ
グ
レ
ン
ブ
ル
グ
の
〔
小
麦
生
産
〕
能
力
に
つ
い
て
非
常
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
地
理
的
位
置
や
そ
の
他
の
事

情
か
、
り
し
て
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
は
ど
こ
よ
り
も
安
く
わ
が
国
に
小
麦
を
供
給
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
/
ジ
エ
イ
コ
ブ
氏
は
『
報
告
』
の

付
録
に
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
グ
で
は
最
良
の
部
類
に
属
す
る
所
領
の
所
有
者
で
あ
り
耕
作
者
で
あ
る
テ
ロ
!
の

J
-
H
・
フ
ォ
ン
・
テ
ュ

i

ネ
ン
氏

C
・
E-
〈
m

凶
口
吋
日

5
0口
角
川
口
。
同
斗
。

--04司
)

か
ら
の
極
め
て
詳
し
く
ま
た
知
性
に
富
ん
だ
手
紙
の
写
し
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
手

紙
は
、
テ
ュ

i
ネ
ン
氏
が
大
陸
の
大
多
数
の
耕
作
者
よ
り
も
い
か
に
優
越
し
て
い
る
に
相
違
な
い
か
を
十
二
分
に
示
し
て
い
る
L

(
H
V

・

。。〉。



ワ
イ
ル
ソ
ン
は
テ
ュ

l
ネ
ン
の
テ
ロ

l
農
場
で
の
小
麦
の
コ
ス
ト
計
算
、
ま
た
シ
ュ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
で
の
そ
れ
を
ジ
ェ

イ
コ
ブ
の
円
報
告
』
に
従
っ
て
紹
介
し
た
後
に
、
小
麦
の
運
送
費
が
陸
上
輸
送
の
場
合
に
距
離
に
比
例
し
て
い
か
に
大
き
く
増
大
す
る
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
、
特
に
こ
う
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
小
麦
を
市
場
に
運
ぶ
費
用
ほ
全
面
的
に
距
離
に
依
存
し
て
い
る
。
ジ
ェ
イ

コ
ブ
氏
は
こ
の
点
に
つ
い
て
極
め
て
興
味
深
い
表
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
表
は
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
知
性
に
富
ん
で
い
て
広
い
農
場
を
耕

作
し
て
い
る
あ
る
人
物
の
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
」
な
・

2
)
と
。
こ
の
メ
グ
レ
ン
ブ
ル
グ
の
あ
る
人
物
と
は
テ
ュ

l
ネ
ン
の
こ
と
で
あ

り
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
示
し
た
表
は
テ
ュ

l
ネ
ン
の
円
孤
立
国
』
の
第
一
部
(
一
八
二
六
号
第
一
編
第
四
章
「
穀
価
の
室
企
で
久
間
と

同
じ
な
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
議
論
に
戻
ろ
う
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
右
の
よ
う
に
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
『
報
告
』
や
プ
ロ
イ
セ
ン
官
報
等
に
よ
っ
て
大
陸
で

の
小
麦
の
生
産
費
や
運
送
費
等
の
コ
ス
ト
計
算
を
お
こ
な
い
、
大
陸
小
麦
は
運
送
費
や
品
質
の
差
を
考
慮
す
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
庫
小
麦
よ
り

も
輸
入
価
格
が
高
く
な
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
す
な
わ
ち
「
大
陸
に
お
け
る
最
も
豊
か
で
最
も
安
価
で
最
も
広
い
小
麦
生
産
国
〔
リ

プ
ロ
イ
セ
ン
〕
か
ら
の
小
麦
輸
入
の
費
用
は
、
平
年
に
は
、
最
も
厳
格
な
〔
輸
入
〕
禁
止
法
の
下
で
の
わ
が
国
の
実
際
の
平
均
価
格
よ
り

も

一
ク
オ
ー
ダ
ー
に
つ
き
少
く
と
も
二
シ
リ
ン
グ
一

0
ペ
ン
ス
高
い
で
あ
ろ
う
」
守
・
叶
ω)
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
以
上
の
大
陸
小
麦
の
価
格

に
つ
い
て
の
算
定
に
つ
づ
い
て
、
そ
の
輸
出
量
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
。

「
こ
の
問
題
に
つ
い
て
〔
も
〕
ジ
エ
イ
コ
、
フ
氏
は
、
前
に

ふ
れ
た
彼
の
『
報
告
』
で
非
常
に
価
値
あ
る
情
報
を
与
え
て
い
る
」
守
・
∞
巴
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
結
論
だ
け
を
一
不
せ
ば
い
い
で
あ
ろ
う
1

1

大
陸
の
小
麦
の
輸
出
能
力
は
小
さ
い
。
そ
の
全
部
が
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
さ
れ
る
と
仮
定
し
て
も
年
七

O
万
ク
ォ

l
タ
i
以
下
に
し
か
な
ら

ず
、
そ
れ
ば
大
ブ
リ
テ
ン
の
二
週
間
分
の
消
費
量
で
し
か
な
い
。
更
に
、
穀
物
法
の
爵
止
に
よ
る
圏
内
価
格
の
安
定
は
大
陸
の
小
麦
剰
余

の
減
少
を
も
た
ら
ず
で
あ
ろ
う
な
司

-gluC。

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
プ

七
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か
く
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
農
業
関
係
者
は
大
陸
と
の
競
争
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
恐
る
べ
き
な
の
は
、
そ
し
て
過
去
に
お
い

て
農
業
不
況
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
は
園
内
で
の
過
剰
生
産
な
の
で
あ
る
。

「
穀
物
法
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
み
せ
か
け
の
利
益
を
手
に
し

ょ
う
と
し
て
途
方
も
な
い
程
に
発
揮
さ
れ
る
、
自
分
自
身
の
過
度
に
刺
激
さ
れ
た
力

C
Z

。45
0
4
0
H
l
R
n
-
Z仏
告
白
山
Z
B己
主
包

旬
。
巧
O
H
〉
以
外
に
は
、
わ
が
国
の
ラ
ン
デ
ィ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
は
恐
る
に
足
る
競
争
相
手
を
も
っ
て
は
い
な
い
」
守
・
∞
己
。
こ
れ
が
大

〔
忽
〉

陸
小
麦
の
供
給
能
力
を
検
討
し
た
|
|
そ
し
て
本
稿
で
は
あ
ま
り
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
園
内
農
業
の
改
良
の
進
行
を
背
景
に
し
た

l
lウ

ィ
ル
ソ
ン
の
結
論
で
あ
る
。

× 

× 

× 

× 

× 

× 

ジ
エ
イ
コ
プ
の
二
つ
の
『
報
告
』
を
つ
か
い
な
が
ら
、
穀
物
法
廃
止
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
へ
の
打
撃
を
極
め
て
小
さ
く
み
、
そ
し
て
穀
物

法
廃
止
を
機
に
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
発
展
が
本
格
化
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
い
ま
ひ
と
つ
の
例
を
あ
げ
た
い
。
自
ら
が
実
際
に
農
業
者
で
あ

る
R
・
G
-
ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド

(Env日
仏
の
ユ
ロ

EH印
毛
色
同

O
E
)
が
著
し
た
、

『
穀
物
の
自
由
貿
易
は
農
業
者
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す

ー
1
l
穀
物
法
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
へ
の
効
果
の
検
討
』
(
同
ミ
ミ
足
、
『

R
P
R由
設

守
町
民
お

h
・
S
同
誌
怠
言
及
S
ミ
.
H
F
町

内

司

町

内

守

口

¥

(

リ

0
3
E
S
M
H
G
S
同
町
九
史
的

p
h
hミ
S
N
E
B
F
o
E
o
p
H∞
お
)

る
だ
ろ
、
っ
か
?

ハ
リ
ロ
さ

Aq-町内
H
S同
町
h
N
司
選
問
『
吋

が
そ
れ
で
あ
る
。
ウ

エ
ル
フ
ォ
ー
ド
に
よ
る
と
一
八
三
四
三
六
年
の
農
業
不
況
は
、
国
内
穀
物
の
過
剰
に
よ
る
低
穀
価
に
対
し
て
は
穀
物
法
は
農
業
関
係
者

を
少
し
も
保
護
し
え
な
い
と
い
う
現
実
を
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
中
に
「
穀
物
法
の
廃
止
は
単
に
時
間
の

問
題
だ
」
と
い
う
考
え
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
三
六
年
の
農
業
委
員
会
の
議
長
で
あ
っ
た
シ
ョ
ウ
・
ル
ブ
ェ
イ
プ
ル
も
言
う
よ
う

に
、
苦
境
は
主
に
冷
粘
土
質
の
土
壌
で
小
麦
に
頼
っ
て
い
る
農
業
者
に
特
に
重
く
感
ぜ
ら
れ
て
い

E
?
こ
う
し
た
土
壌
で
は
排
水
が
施
さ

れ
な
い
場
合
に
は
家
畜
飼
料
用
作
物
の
栽
培
に
は
限
界
が
あ
り
、
こ
の
た
め
肥
料
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
肥
料
投
入
の
効



果
も
弱
い
。
ま
た
家
畜
の
販
売
に
よ
る
利
益
も
得
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
土
地
の
改
良
の
た
め
に
は
多
額
の
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
地
代
や
そ
の
他
の
支
払
い
が
低
穀
価
に
即
応
し
て
調
整
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
穀
物
法
が
時
た
ま
も
た
ら
す
高
い
小

麦
価
格
に
刺
激
さ
れ
て
、
地
代
等
の
調
整
は
十
分
に
な
さ
れ
な
い
し
、
小
麦
栽
培
に
適
さ
な
い
土
地
に
ま
で
作
付
が
な
さ
れ
て
し
ま
う
。

す
な
わ
ち
「
保
護
と
い
う
観
念
が
農
業
者
と
地
主
と
の
心
に
残
っ
て
い
る
か
ぎ
り
は
、
・
:
:
農
業
の
成
功
に
現
在
是
非
と
も
必
要
な
農
業

上
の
諸
改
良
」
の
緊
急
性
は
王
当
に
評
価
さ
れ
な
い
。
「
今
こ
そ
穀
物
法
を
廃
止
す
べ
き
だ
」
。
そ
れ
を
延
ば
す
と
、
豊
一
作
が
起
こ
れ
ば
も

う
一
度
厳
し
い
不
況
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

し
か
も
ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
は
外
国
と
の
競
争
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。
外
国
と
の
競
争
は
、
現
在
「
最
良

(
お
)

の
耕
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ろ
地
域
で
の
最
良
の
経
験
を
全
土
に
探
用
す
べ
く
強
制
す
る
と
い
う
効
果
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
」
。
ま
た
、

北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
小
麦
の
輸
出
能
力
も
大
き
く
な
い
。
政
府
は
一
八
四
一
年
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ミ

l
ク

Q
白

B
g
Z
2
5
を
北
ヨ

l

ロ
ッ
パ
に
派
遣
し
て
そ
こ
で
の
穀
物
の
コ
ス
ト
と
供
給
量
と
を
調
査
さ
せ
た
。

「ミ

i
グ
氏
の
『
報
告
』
は
、
同
地
に
つ
い
て
な
さ
れ
た

ハ
幻
)

一
八
二
六
年
と
一
一
八
年
の
ジ
エ
イ
コ
ブ
氏
の
ニ
つ
の
『
報
告
』
と
ぴ
っ
た
り
と
一
致
し
て
い
る
」
。
な
お
、
?
i
ク
の
『
報
告
』
の
結
論
は
、

平
年
時
に
同
地
か
ら
輸
出
さ
れ
る
小
麦
量
を
ニ

O
O万
ク
オ
ー
ダ
ー
強
と
見
積
コ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
は
こ
の
量
は
国

内
小
麦
消
費
量
か
ら
み
れ
ば
大
き
く
な
い
と
判
断
し
た
し
(
当
時
の
犬
ブ
リ
テ
ン
の
年
消
費
量
の
九
分
の
一
弱
か
)
、
現
に
穀
物
法
の
下
で

一
八
三
八
l
四
一
年
の
時
期
に
は
年
平
均
で
こ
れ
だ
け
の
小
麦
量
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
の
力
点

は
、
穀
物
法
が
廃
止
さ
れ
て
も
現
在
よ
り
小
麦
輸
入
量
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
ウ
ュ
ル
フ

ォ
l
ド
の
結
論
は
こ
う
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
最
も
完
全
な
穀
物
の
自
由
貿
易
の
下
に
お
い
て
利
益
を
あ
げ
て
輸
入
さ
れ
う
る
外
国
穀

物
の
最
大
量
を
と
っ
て
み
て
も
、
そ
れ
は
わ
が
国
の
全
消
費
量
と
比
べ
れ
ば
非
常
に
小
さ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
穀
物
の
自
由
貿
易
が
ブ
リ

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ

七
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七
四

テ
ン
市
場
に
も
た
ら
し
う
る
効
果
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
穀
価
の
突
然
の
変
動
や
不
作
時
の
異
常
な
高
価
格
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

ぅ
。
だ
が
〔
イ
ギ
リ
ス
の
〕
天
候
が
良
い
年
に
は
、
大
陸
の
劣
っ
た
農
業
が
大
ブ
リ
テ
ン
の
農
業
と
い
や
し
く
も
競
争
し
う
る
か
ど
う
か

ハ

me

疑
わ
し
い
」
。

穀
物
法
の
麗
止
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
へ
の
影
響
を
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
は
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
二
つ
の
『
報
告
』
を
い

か
に
も
実
際
の
農
業
者
ら
し
い
(
マ
カ
ロ
ッ
ク
や
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
は
ち
が
っ
た
)
視
角
で
み
て
い
る
。
ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
が
注
目
し
た
の

は
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
作
付
様
式
は
基
本
的
に
は
三
圃
制
度
を
出
て
い
な
い
の
で
地
力
の
維
持
は
十
分
で
な
く
、
ま
た
特
に
ポ

i
ラ
ン

ド
で
は
こ
う
し
た
古
い
作
付
様
式
の
上
で
長
年
に
わ
た
っ
て
多
量
の
穀
物
を
輸
出
し
つ
づ
け
た
結
果
、
現
在
で
は
地
力
が
澗
渇
し
つ
つ
あ

る
、
と
い
う
ジ
エ
イ
コ
プ
の
一
言
説
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
|
|
ジ
エ
イ
コ
プ
の
二
つ
の
『
報
告
』
は
、
穀

物
の
自
由
貿
易
を
し
た
場
合
に
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
さ
れ
う
る
穀
物
量
と
そ
の
価
格
と
に
つ
い
て
の
誇
張
さ
れ
た
見
解
を
正
す
う
え

で
効
呆
が
あ
っ
た
。
ジ
エ
イ
コ
ブ
に
よ
る
と
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
コ
ウ
(
(
U
5
0
0
4
『
〉
に
隣
接
す
る
部
分
を
除
く
と
、
わ
れ
わ
れ
が
通
常

穀
物
生
産
国
と
み
な
し
て
き
た
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
広
大
な
地
域
の
土
壌
は
言
わ
れ
る
穏
に
は
高
い
自
然
的
肥
沃
度
を
有
し
て
は
い
な
い
。

ま
た
ど
こ
に
お
い
て
も
住
民
の
資
本
が
許
す
限
度
ま
で
作
付
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
土
地
は
全
て
連
作
の
た
め
に
疲
弊

し
て
い
る

(
0
4
2
E
2
0
3
0
3。
ま
た
、
家
畜
を
飼
っ
て
地
力
を
回
復
す
る
の
に
必
要
な
資
本
を
地
主
は
も
っ
て
い
な
い
。
更
に
天
候
上
の

理
由
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
改
良
〔
農
法
が
な
さ
れ
る
〕
全
地
域
で
非
常
な
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
あ
の
句

0
3
2
0
3
Eぬ
制
度
は
で
き

な
い
」
。
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
グ
の
あ
る
ユ
ン
カ
ー
が
い
わ
ゆ
る
ス
コ
ッ
チ
・
フ
ァ

i
ミ
ン
グ
を
採
用
し
よ
う
と
し
た
が
、

「
冬
の
厳
し
い
寒
さ
や
夏
の
暑
さ
と
皐
越
の
た
め
に
、
改
良
農
業
が
要
求
す
る
十
分
な
家
畜
を
飼
う
の
に
必
要
な

間
四
円
。
。
ロ
円
吋
。
℃
印

が
し

ば
し
ば
不
足
し
」
、
結
局
そ
の
導
入
を
放
棄
し
た
例
を
示
し
て
い
る
。

一
般
に
作
付
様
式
は
三
圃
制
を
出
て
い
な
い
。
「
こ
う
し
た
制
度
で



は
面
積
あ
た
り
の
収
穫
が
非
常
に
少
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
」
。
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
小
麦
・
ラ
イ
麦
・
大
変
・
オ
i
ト
麦
全
体
を
平
均
し

て
、
播
種
量
に
対
す
る
収
穫
量
は
四
倍
に
し
か
な
ら
な
い
。
ま
た
面
積
あ
た
り
の
家
畜
数
も
イ
ギ
リ
ス
の
四
分
の
一
以
下
で
あ
る
。
ま
た

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
地
力
回
復
が
不
十
分
な
ま
ま
多
量
の
穀
物
を
輸
出
す
る
と
い
う
事
態
が
ニ
世
紀
も
続
い
て
い
る
。

ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
は
、
こ
ご
で
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
二
八
年
の
『
報
告
』
か
ら
次
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
穀
物
が
二
度
続

け
て
収
種
さ
れ
休
閑
以
外
に
は
土
地
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
手
だ
て
が
何
も
な
さ
れ
な
い
よ
う
な
作
付
制
度
で
は
(
こ
れ
が
ポ
l
一
ア
ン
ド

の
作
付
制
度
な
の
だ
が
)
、

わ
れ
わ
れ
の
知
っ
て
い
る
ど
ん
な
良
い
土
地
も
地
力
が
澗
渇
す
る
だ
ろ
う
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
旅
行
中
各
地
で

耕
地
を
見
る
た
び
に
:
:
:
過
度
の
連
作
に
よ
っ
て
地
力
の
掴
渇
状
態
に
近
づ
き
コ
つ
あ
る
と
い
う
印
象
を
え
た
」
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
こ
う

し
た
状
態
と
対
照
的
な
の
が
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。
ジ
エ
イ
コ
プ
の
一
一
六
年
の
『
報
告
』
に
は
次
の
言
葉
が
あ
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
農
薬
の
進

歩
の
、
ま
た
わ
が
耕
地
の
優
越
し
た
生
産
力
の
主
な
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
分
解
さ
れ
て
肥
料
と
な
り
う
る
も
の
を
わ
が
闘
が
ほ
と
ん
ど
輸

出
し
な
い
で
多
く
輸
入
し
て
い
る
こ
と
で
ん
犯
」
。

× 

× 

× 

× 

× 

× 

以
上
み
た
よ
う
に
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
二
つ
の
『
報
告
』
は
、
穀
物
法
批
判
者
が
同
法
麗
止
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
へ
の
打
撃
が
小
さ
い
こ
と
を

強
調
す
る
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
で
役
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ジ
エ
イ
コ
プ
の
二
つ
の
『
朗
報
告
』
は
、
東
エ
ル
ベ
の
ユ
ン
カ
l
経
営
の
・
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
賦
役
経
営
の
農
業
生
産
力
の
低
度

を
、
土
地
制
度
的
・
農
業
経
営
的
視
角
か
ら
鋭
く
劉
扶
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
す
で
に
「
自
由
貿
易
と
農
業
」
で
そ
の
概
要
を
述
べ
た
。

こ
こ
で
は
二
つ
の
『
報
告
』
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
同
地
を
中
心
と
し
た
農
業
生
産
力
の
実
態
に
つ
い
て
の
文
章
を
、
や
や
長
文
で
あ
る
が
、

引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
稿
で
の
不
備
を
補
い
た
い
。

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
プ

一
七
五
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文
I
(
二
六
年
『
報
告
』
よ
り
)

一
七
六

「
こ
の
『
報
告
』
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
に
直
接
に
関
係
す
る
所
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
耕

作
者
た
ち
が
被
っ
た
損
失
の
た
め
に
彼
ら
の
資
本
の
不
足
は
極
め
て
広
範
に
生
じ
て
い
る
の
で
、
短
期
間
に
耕
作
の
大
き
な
改
良
を
お
こ

な
い
、
生
産
物
を
極
め
て
大
き
く
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
彼
ら
に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
家
畜
は
お

お
い
に
不
足
し
て
い
る
。
こ
れ
は
実
際
、
資
本
の
欠
乏
の
せ
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
た
め
に
小
麦
生
産
の
急
速
な
拡
張
に
障
害
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
る
。
肥
料
が
な
け
れ
ば
、
小
麦
は
利
益
を
あ
げ
て
生
産
し
え
な
い
。
土
地
の
広
さ
に
あ
る
程
度
均
り
あ
っ
た
量
一
の
家
畜
が
い
な

け
れ
ば
、
肥
料
は
得
ら
れ
な
い
。
あ
る
程
度
は
、
肉
で
は
な
く
て
羊
毛
か
ら
得
ら
れ
る
利
潤
の
た
め
に
、
地
主
は
い
く
ら
か
の
羊
を
飼
っ

て
い
る
が
、
肉
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
た
層
の
消
費
者
が
い
な
い
た
め
に
、
家
畜
が
大
き
く
増
加
す
る
に
は
困
難
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

肉
を
食
べ
る
層
は
、
大
改
良
が
起
っ
た
り
工
業
人
口
が
増
加
し
た
り
し
な
け
れ
ば
生
ま
れ
そ
う
も
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
口
の
大
部
分

は
非
常
に
貧
し
く
て
、
肉
を
食
べ
る
こ
と
な
ど
出
来
は
し
な
い
。
ラ
イ
麦
パ
ン
を
食
べ
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ば
え
の
し
な
い
食
事
に
慣
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
人
に
は
、
肉
を
食
べ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
は
し
な
い
。
/
労
働
階
級
も
、
最
低
の
生
活
必
需
品

の
供
与
は
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
、
仕
事
の
や
り
方
を
大
き
く
変
え
た
り
、
こ
れ
ま
で
慣
れ
て
き
た
以
上
の
力
や
技
能
を
発
揮
し
た
り
し

ょ
う
と
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。
/
労
働
階
級
は
つ
ね
に
怠
惰
で
、
無
器
用
で
、
下
品
で
、
大
酒
の
み
で
、
賢
明
な
る
上
層
者
が
導
入
し
ょ

う
と
す
る
改
良
に
は
反
対
し
て
き
た
、
と
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
る
の
に
は
多
分
理
由
が
あ
る
。
/
:
:
:
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
工
場
の
増
大
と

そ
れ
に
通
常
は
伴
う
と
こ
ろ
の
人
口
増
大
と
は
、
国
内
で
の
穀
物
消
費
者
を
多
数
生
む
こ
と
に
な
り
、
こ
の
結
果
外
国
へ
輸
出
し
う
る
余

剰
穀
物
は
大
き
く
減
る
だ
ろ
う
。
工
業
者
が
小
麦
を
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
こ
と
は
確
か
だ
が
、
ラ
イ
麦
需
要
の
増
加
は
ラ
イ
麦
栽
培
を
生

産
者
に
と
っ
て
最
も
利
益
が
あ
が
る
よ
う
に
す
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
生
産
者
は
、
別
の
事
情
の
下
で
た
ら
小
麦
栽
培
に
向
け
て
い
た

で
あ
ろ
う
土
地
の
う
ち
の
い
く
ら
か
を
ラ
イ
麦
栽
培
に
向
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
」

(
@
P
H
h
e
ロユ
R
Y
H
H
ω
1
M
Z
〉。
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年
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り
)

「
フ
ラ
ン
ス
の
大
部
分
、
ド
イ
ツ
の
更
に
圧
倒
的
大
部
分
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ロ
シ
ア
の
ほ
と
ん
ど
全
部
の
耕
作
制
度
は
、
お
粗
末
な
様
式
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
三
間
制
農
業

Q
Z
P円
g
a
g
E
g

何
回
口
∞
ぴ
mw
ロ門同円一可〉

と
呼
ば
れ
て
い
て
、
第
一
は
一
年
間
の
完
全
な
休
閑
、
第
二
は
冬
穀
物
で
主
に
ラ
イ
麦

l
lた
だ
し
用
い
う
る
肥
料
に
応

じ
て
一
部
が
小
麦
|
|
、
第
三
は
夏
穀
物
で
大
麦
や
オ

l
ト
麦
か
ら
な
っ
て
い
る
。
時
折
小
さ
な
偏
差
が
み
ら
れ
る
。
あ
る
場
合
に
は
休

閑
の
代
り
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
、
あ
る
場
合
に
は
豆
類
が
栽
培
さ
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
一
般
に
確
立
し
た
制
度
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
例

外
で
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
制
度
の
下
で
は
、
収
穫
高
が
播
種
量
の
四
倍
を
大
き
く
趨
え
な
い
と
い
う
の
も
不
思
議
で
は
な
い
:

/
穀
物
の
よ
う
に
地
力
を
消
耗
さ
せ
る
も
の
を
連
作
す
れ
ば
、
考
え
ら
れ
う
る
ど
ん
な
良
地
で
も
や
が
て
地
力
が
疲
弊
す
る
に
ち
が
い
な

ぃ
。
こ
の
地
力
の
消
耗
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
土
壌
の
〔
自
然
的
〕
肥
沃
度
に
応
じ
て
、
ま
た
休
閑
中
に
最
大
且
一
息
の
酸
素
を
吸
収
し
う
る
土
壌

中
の
構
成
粒
子
の
割
合
に
応
じ
て
速
か
っ
た
り
遅
か
っ
た
り
し
よ
う
。
し
か
し
ど
ん
た
に
ぺ

I
ス
が
遅
く
と
も
、
地
力
は
段
々
段
々
悪
化

し
て
ゆ
く
に
ち
が
い
な
い
。
/
耕
地
は
ほ
と
ん
ど
が
一
般
に
囲
込
ま
れ
て
い
ず
、
変
り
や
す
く
き
び
し
い
天
候
の
有
害
な
作
用
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
古
い
封
建
的
な
保
有
制
度
が
な
お
続
い
て
い
る
。
幾
つ
か
の
地
域
で
は
修
正
さ
れ
、
ま
た
事
実
緩
和
さ
れ
て
い
る
が
、
上
述

の
国
々
を
全
体
と
し
て
考
え
る
場
合
に
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
程
の
こ
と
で
は
な
い
。
農
民
は
大
部
分
が
農
奴
念
宮
町
三
皇
内
な
F
Q
)

で
あ
る
。
近
年
の
〔
農
民
解
放
〕
令
に
よ
っ
て
彼
ら
の
状
態
に
変
化
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
も
、
彼
ら
の
地
位
に
看
取
し
う
る
改
善
が
実
際

に
生
ず
る
た
め
に
は
な
お
時
が
足
り
な
い
。
入
手
や
家
畜
に
よ
る
労
働
は
通
常
は
土
地
保
有
の
条
件
で
あ
り
、
し
た
が
勺
て
労
働
は
極
め

て
怠
慢
に
ま
た
不
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
:
:
:
。
/
地
主
は
白
分
の
直
営
地
以
外
に
借
地
人
の
土
地
で
も
、
収
穫
か
ら
次
の
播
種
時
ま
で

な
ら
家
畜
を
放
牧
さ
せ
る
権
限
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
地
力
を
肥
や
す
中
間
作
物
を
栽
培
し
よ
う
と
し
て
も
、
地
主
の
権
限
を

侵
害
す
る
こ
と
な
し
に
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
/
土
地
の
耕
作
者
は
、
ほ
と
ん
ど
も
し
く
は
全
く
資
本
を
曹
積
し
て
い
な
い
。
地
主
か

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ

七
七
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教
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O
巻
一
号
(
一
九
八
六
年
)

一
七
八

ら
最
下
層
の
農
民
に
至
る
ま
で
、
皆
が
一
様
に
処
分
し
う
る
フ
ァ
ン
ド
を
欠
い
て
い
る
。
地
主
は
土
地
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
り
、
自
分
の
土
地
が
抵
当
権
を
設
定
さ
れ
た
り
年
金
支
払
義
務
を
負
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
な
の
で
あ
る
。
農

民
は
、
自
分
自
身
が
家
畜
や
農
具
の
所
有
者
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
も
地
主
か
ら
土
地
と
と
も
に
そ
れ
ら
を
使
用
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
あ
ろ
う
が
、
毎
年
毎
年
自
身
の
生
産
物
を
食
べ
・
自
身
で
羊
毛
や
亜
麻
を
生
産
し
・
そ
し
て
そ
れ
を
織
る
こ
と
で
満
足
し

て
生
、
活
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
地
主
に
支
払
う
べ
き
貨
幣
地
代
の
小
部
分
で
も
得
ら
れ
る
だ
け
の
剰
余
生
産
物
を
販
売
で
き
れ
ば
、
そ
れ

で
全
く
満
足
な
の
で
あ
る
。
/
住
民
の
圧
判
的
大
部
分
が
(
あ
る
場
合
に
は
全
人
口
の
一

O
分
の
九
が
、
ま
た
あ
る
場
合
に
は
五
分
の
四

が
)
農
産
物
の
生
産
者
で
あ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
ら
農
産
物
を
購
入
す
る
少
数
の
人
々
か
ら
得
ら
れ
る
貨
幣
額
は
当
然
に
極
め

て
わ
ず
か
で
あ
る
か
ら
、
と
て
も
大
き
な
資
本
の
蓄
積
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
」

ハ
@
守
Q
5
l
N
E
]
U
H
5
3・
号
-
E
o
l
Z己。

引
用
文
E
(
二
入
年
『
報
告
』
よ
り
)
「
〔
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
グ
や
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
に
最
も
安
く
小
麦
を
輸
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
〕
だ
が
こ
の
力
は
、
小
麦
栽
培
に
向
け
ら
れ
る
土
地
が
極
め
て
狭
い
範
囲
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
主
に
生
じ
て
い
る
。
最
良
の
耕

作
が
な
さ
れ
て
い
る
農
場
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
で
、
小
麦
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
面
積
は
十
一
分
の
一
以
下
で
あ
る
。
ま
た
資
本
が
少
な
く

-
よ
り
低
い
段
階
の
農
業
が
営
ま
れ
て
い
る
農
場
で
は
、
全
小
麦
作
付
地
は
耕
地
の
三

O
分
の
一
に
も
な
ら
な
い
。
小
麦
地
を
拡
大
し
ょ

う
と
す
れ
ば
、

円
耕
作
〕
制
度
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
耕
作
者
は
耕
地
の
よ
り
大
き
な
割
合
を
穀
物
と
休
閑
と
に
振
り
向
け
、

そ
う
し
て
家
畜
を
減
ら
し
・
こ
の
結
果
厩
肥
の
補
給
を
減
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
れ
と
も
、
厩
肥
や
:
:
・
休
閑
な
し
に
は
種
子
と
労

働
と
の
費
用
を
趨
え
た
産
出
が
不
能
な
土
地
に
、

円
よ
り
完
全
な
耕
転
の
た
め
に
〕
も
っ
と
多
く
の
馬
の
力
を
費
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
の
ど

ち
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
〔
い
ず
れ
に
せ
よ
〕
小
麦
の
作
付
を
大
き
く
増
加
さ
せ
る
た
め
に
は
、
小
麦
の
年
間
全
生
産
費
用
は
大
き

く
増
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
/
も
し
同
一
分
の
肥
料
が
:
:
:
よ
り
広
い
土
地
に
施
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
り
広
い
土
地
が



生
み
だ
す
小
麦
の
増
加
量
は
門
小
麦
増
産
に
必
要
な
〕
労
働
と
種
子
と
の
費
用
の
増
加
を
償
わ
な
い
だ
ろ
う
し
、
続
い
て
栽
培
さ
れ
る
作

物
の
収
覆
量
の
減
少
が
そ
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
だ
ろ
う
。
:
:
;
カ
ナ
ダ
や
喜
望
峰
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
な
新
開
国
で
は
、
も
つ

と
土
地
が
耕
作
さ
れ
種
子
が
ま
か
れ
れ
ば
収
穫
量
も
増
大
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
旧
く
か
ら
聞
け
て
お
り
人
口
調
密

な
国
で
は
事
情
は
全
く
異
な
る
。
ま
た
カ
ナ
ダ
等
の
新
聞
国
に
お
い
で
さ
え
、
い
か
に
そ
の
土
壌
が
元
々
肥
沃
で
あ
っ
て
も
、
穀
物
を
連

作
す
れ
ば
地
力
は
極
め
て
急
速
に
奪
い
と
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
人
為
的
で
外
部
的
な
方
法
に
よ
る
肥
沃
度
の
回
復
を
必
要
と
す
る
の
で
あ

る
」
ハ
@
同
一
段
札
よ
電
・
同
ωωIH忠〉。

引
用
文
E
で
注
目
す
べ
き
は
、
テ

i
ア
等
が
理
想
と
し
た
ノ

i
フ
ォ
ク
式
輪
作
の
導
入
は
全
く
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ジ

エ
イ
コ
プ
は
そ
の
理
由
を
こ
う
述
べ
る
。
現
在
の
メ
グ
レ
ン
プ
ル
ク
の
ユ
ン
カ

i
経
営
の
う
ち
で
負
債
も
か
か
え
ず
良
好
な
経
営
を
し
て

い
る
の
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
し
か
も
彼
ら
は
近
年
、
生
産
の
主
目
的
を
バ
タ

l
・
チ
l
ズ
・
ハ
ム
・
そ
し
て
メ
リ
ノ
羊
に
向
け
て
い
る
の

で
小
麦
増
産
へ
の
刺
激
は
も
た
な
い
。
ま
た
負
債
を
か
か
え
て
い
る
ユ
ン
カ
!
に
と
っ
て
は
、
ノ

l
フ
ォ
ク
式
輪
作
の
導
入
は
当
然
に
投

下
資
本
の
大
増
加
を
必
要
と
す
る
か
ら
負
債
を
増
す
こ
と
に
な
り
、
実
行
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
更
に
、
ず
山
口

2
宮内的

と
呼
ば
れ
る

小
農
民
は
、
借
地
条
件
が
厳
格
に
定
め
ら
れ
て
お
り
そ
も
そ
も
近
代
的
農
業
は
不
能
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
長
期
的
に
は
小
麦
増
産
を
可

能
と
し
、
地
力
の
維
持
も
は
か
り
う
る
ノ

l
フ
ォ
ク
式
輪
作
の
導
入
は
現
実
に
は
実
行
不
可
能
で
あ
る
(
ま
た
ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
も
強
調

し
た
よ
う
に
、
気
候
上
の
制
約
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

Y

し
た
が
っ
て
、

ノ
l
フ
ォ
ク
式
輪
作
を
採
ら
な
い
で
小
麦
を
増
蔵
し
よ
う
と

す
れ
ぽ
、
引
用
文
買
で
言
う
よ
う
に
小
麦
の
生
産
費
用
を
か
え
っ
て
高
め
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
総
生
産
は
増
す
だ
ろ
う
が
、
純

生
産
は
減
る
だ
ろ
う
」
ハ
丘
・

Gig-R・
8
・
ロ
品
1
5
3。

(
1〉

同町h
忠
清
申
宮
『

h
F
同§町向
S

U

4

0

M

・
8
・明。
σ-HmMM-
同VH
Y
A
F
日

N18N・
周
忌
る
位
、
h
H
M
V

勾
白
色
町
内
さ
は
以
下
同
・
勾
・
と
略
称
。

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
プ
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七
九
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(
日
)
包
ミ
--HM
・
S-

(
口
)
同
・
均
-
W
4
D
-
-
A
R
-
ω
0
3
・
M
g少
旬

開

y
ω
E
1
8
u
・

(
叩
凶
)
同
剛
丈
-
w
H
V
司
・
ω
凶
日

lMN白・

(四
)
L
E
a
-
-
H
V
・
ω
ω
A
H
・

(
却
〉
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
こ
の
著
作
全
体
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
服
部
正
治
「
穀
物
法
批
判
の
前
提
」
(
前
掲
)
第
W
節
で
な
お
不
十
分
な
が
ら
お
こ
な

9

た
。
本
稿
で
の
こ
の
著
作
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
ジ
エ
イ
コ
プ
へ
の
言
及
に
限
ら
れ
る
@
ペ
ー
ジ
は
本
文
中
に
し
る
す
@

(
幻
)
テ
ュ

l
ネ
ン
『
孤
立
国
h
(
『
近
藤
康
男
著
作
集
』
第
一
巻
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
七

O
年
に
所
収
〉
四
四
ペ
ー
ジ
。

(
辺
〉
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
服
部
正
治
「
穀
物
法
批
判
の
前
提
」
(
前
掲
)
の
他
に
、
同
「
自
由
貿
易
と
農
業
」
(
前
掲
)
も
参
照
さ
れ
た
い
@

(
お
〉
M
N
・
の
・
4

司
冊
目
智
子

M
g
s
芝
町
内
早
足
早
足
町
民
3
9
3
b
k
志
向
ご
宮
3
3
問
、
吋
ヲ
ロ
?
な
お
ア

l
ン
ル
に
よ
れ
ば
、
一
八
一
一
二
年
か
ら

ヅ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
は
じ
ま
り
ま
で
は
「
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
最
も
暗
い
時
代
の
ひ
と
つ
」
で
あ
り
、
三
七
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
こ
の
「
送
境
の

因
分
の
一
世
紀
」
を
脱
し
た
や
o
E
何
百

F
色
、
-
R
H
4
3
・
ω
S
-
E
3
Q

(
川
品
)
話
。
山
崎
O
E
・

e-
丸
岡
4
H
U
・
5
N
u
g目
当

z
p
i
0
・
均
雲
母
棒
切
言
H
F
筒
、
ミ
拘
司
誼
同
九
回
可
白
岡
崎
也
、
、
山
崎
、
民
円
程
H
E
F
E
E
S
-
H
∞
ω
?
?
白
・
ま
た

高
橋
純
一
「
一
八
三

0
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
不
況
克
服
過
程
」
〈
『
歴
史
』
〈
東
北
大
〉
第
五
一
韓
、
一
九
七
八
年
)
も
参
照
@

(お
)

4

『
a
r
a
-
-
b
-
q
p
・
3
・
H
S
L
∞
u
w
H
叶
P
H
叶
∞
i
H
叫
由
・

(
出
)
同
剛
丈
・
・
3
・
H
a
l
可
申
・

(
幻
〉
同
剛
丈
・
・
M
M
-
H
M
m
・
ミ

i
ク
の
『
報
告
』
の
タ
イ
ト
ル
は
以
下
・
L
宏
、
ミ
苦
白
町
民
室
内
口
語
円
曲
芸
刊
誌
何
回
酔
向
。
口
紅
白
司
、
句
詰
志
向
H
ミ
ミ
三
塁
師
、
尚
一
主
主
S

b
h
.
h
h江
主
N
H
昔
、
a
N
U
3
n
同
居
Q
w
h
r
円
よ
な
言
、
町
己
居
師
、
昌
之
切
口
、
弓
b
ミ
ど
芸
同
s
d
b
h
w
w
同
∞
A
F
N
・

(
ω
6
4
『
O
H
同
o
a
-
-
培
・
門
戸
-
H
U
・
M
O
H
・

(
m
e
h
剛
丈
・
・
3
・
苫
1
8
・ジ

エ
イ
コ
ブ
と
ジ
ョ
ン
・
パ
ウ
リ
ン
グ

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
旅
行
家
で
あ
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
レ
イ
ン
グ

〈

ω白
Bco-FM凶
山
口
問
〉

iま

一
八
四
二
年
に
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
プ

j¥ 
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記
』
(
見
口
同
時
的
久
良
吋
さ
せ
と
な
『

SHF-同
匂

ORhHNSh出

E
E
S
N
め
を
向
久
、
晴
、
s
q
p
N
U
E
g
R
匂
三
円
認
可

NQSト
片山市

RHNUJRH3hHbhps、

MMhqな
ミ
.
同
ど
さ
宮
崎
去
三
s
h
S向、唱、問的
S
H
o
g
E可決
F
O
足。op
同∞九時
N
〉
を
出
版
し
た
。
こ
の
著
書
で
レ
イ
ン
グ
は
、
主
と
し
て
プ
ロ

イ
セ
ン
の
「
社
会
経
済
合

o
n
E
2
0
5
5己
」
全
般
に
わ
た
っ
て
染
み
つ
い
て
い
る
官
僚
的
・
軍
事
的
・
反
市
民
的
・
反
商
業
的
性
格

を
鋭
く
看
取
し
、
一
一
一
四
年
口
結
成
さ
れ
た
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
は
こ
う
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
社
会
が
蔵
す
る
後
進
性
と
対
決
せ
ざ
る
を
え
な
い

こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
関
税
同
盟
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
特
に
英
独
聞
の
貿
易
構
造
を
農
工
分
業
体
制
と
し
て
確
立
し

ょ
う
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
側
の
構
想
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
想
を
抱
く
代
表
的
人
物

と
し
て
レ
イ
ン
グ
が
名
を
あ
げ
た
の
は
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
世
界
各
地
の
情
報
蒐
集
活
動
を
続
け
、
ま
た
フ
リ
!
ド
リ
ヒ
・
リ
ス
ト

が
最
大
の
論
敵
と
し
た
商
務
省
官
僚
ジ
ョ
ン
・
パ
ウ
リ
ン
グ

Q
o
v
p
切
O

巧
円
吉
岡
〉
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
レ
イ
ン
グ
が
パ
ウ
リ
ン
グ
と
並
ん

(
1〉

で
名
を
あ
げ
た
も
う
一
人
の
人
物
が
、
他
な
ら
ぬ
ジ
エ
イ
コ
ブ
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
を
自
由
貿
易
論

者
、
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
工
業
の
利
害
の
代
弁
者
と
み
な
す
極
端
な
一
例
を
し
る
の
で
あ
る
。

レ
イ
ン
グ
に
よ
る
と
「
イ
ギ
リ
ス
が
穀
物
法
を
廃
止
す
れ
ば
、
〔
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
の
〕
ニ
六

O
O万
の
人
々
は
、
彼
ら
の
生
産
物
で

あ
る
穀
物
を
わ
れ
わ
れ
が
買
う
こ
と
に
対
す
る
お
返
し
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
生
産
物
で
あ
る
工
業
製
品
に
対
す
る
大
消
費
者
と
な
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
ジ
エ
イ
コ
プ
氏
や
バ
ウ
リ
ン
グ
博
士
等
:
:
:
わ
が
国
で
最
も
す
ぐ
れ
た
幾
人
か
の
経
済
学
者
た
ち
の
意
見
で
あ

こ
れ
ら
著
名
な
経
済
学
者
た
ち
の
幻
想
で
あ
る
」
。

つ
ま
り
レ
イ
ン
グ
に

る
」
。
だ
が
続
い
て
レ
イ
ン
グ
が
述
、
へ
る
よ
う
に
、
「
こ
れ
は
、

よ
れ
ば
、
穀
物
法
を
蕗
止
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
ド
イ
ツ
か
ら
の
穀
物
輸
入
を
増
大
し
て
も
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
イ
ギ
リ
ス
工
業
品
輸
入
の
増

大
に
は
結
び
つ
か
な
い
。

レ
イ
ン
グ
の
い
う
よ
う
に
、
確
か
に
バ
ウ
リ
ン
グ
は
、
穀
物
関
税
引
下
げ
を
取
引
の
材
料
と
し
て
関
税
同
盟
の
イ
ギ
リ
ス
工
業
品
に
対



す
る
関
税
率
の
引
下
げ
を
得
ょ
う
と
し
て
い
た
。
バ
ウ
リ
ン
グ
の
『
プ
ロ
イ
セ
ン
商
業
同
盟
に
つ
い
て
の
報
告
』
(
均
毛
ロ
ミ

S
S旬
、
さ
l

a
R
a
ハ
リ
む
き
さ
ミ
RQN
町三
bawhHhNh『
一
培
、
向
的
旬
包

HbHbh
ミ
内
宮
、
v
s
-
h己主

s
h
n
sミ

NUQ九さ雪印叫
b
p
F
C
D
a
o
P
E
B〉
は
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
関
税
同
盟
は
国
内
に
フ
リ

I
・
ト
レ
イ
ド
を
確
立
し
た
が
、
も
し
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
工
業
品
へ
の
敵
対
的
な
高
関
税
を
課
す

よ
う
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
イ
ギ
リ
ス
の
〔
穀
物
法
や
木
材
関
税
法
と
い
っ
た
〕
法
律
が
F
イ
ツ
と
の
通
商
関
係
の
一
層
の
拡

(3) 

大
を
扮
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
。

イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
法
は
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
付
イ
ギ
リ
ス
工
業
品
へ
の
関
税
を
重
く
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
口
低
穀
価

4
低
賃
金
を
結
果
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
工
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
の
だ
。
同
盟
の
関
税
が
従
量
税

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
実
用
的
で
大
衆
的
な
綿
製
品
・
毛
織
物
製
品
に
つ
い
て
は
国
内
生
産
者
に
「
完
全
な
独
占
」
が
与
え
ら
れ
、
こ

〈

4
〉

の
結
呆
ザ
グ
セ
ン
を
中
心
と
す
る
綿
工
業
・
毛
織
物
工
業
の
発
達
は
著
し
い
。
こ
う
し
た
国
内
工
業
の
発
達
に
伴
っ
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の

輸
出
も
半
製
品
は
増
え
て
は
い
る
が
、
完
成
品
は
む
し
ろ
減
り
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
や
が
て
は
半
製
品
輸
出
も
や
む
で
あ
ろ
う
ο

現
に

「
以
前
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
直
接
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
貿
易
の
多
く
が
す
で
に
停
止
し
て
い
る
」
。
現
在
ド
イ
ツ
は

「
異
常
な
工
業

熱
(
円
F
O
B
S
E
R
E江
口
問
自
宮
山
田
)
」
の
時
期
に
あ
り
、
「
関
税
同
盟
組
織
を
自
由
主
義
の
方
向
へ
向
け
る
た
め
の
方
策
が
早
急
に
と
ら

れ
な
け
れ
ば
、
同
盟
は
ド
イ
ツ
か
ら
全
イ
ギ
リ
ス
工
業
製
品
を
除
々
に
排
除
す
る
た
め
の
恐
る
べ
き
機
関
と
な
る
で
し
ょ
う
」
。

そ
し
て
こ
の
場
合
イ
ギ
リ
ス
が
と
る
べ
き
方
策
は
、
穀
物
・
木
材
関
税
の
廃
止
も
し
く
は
緩
和
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
政
策
は
「
イ
ギ

リ
ス
製
品
を
極
め
て
重
く
圧
迫
し
て
い
る
関
税
同
盟
の
国
関
税
率
を
大
き
く

(
g
5
5
0
5
E
O〉
引
下
げ
る
で
あ
ろ
う
、
と
私
は
確
信
す

る」。

イ
ギ
リ
ス
が
穀
物
・
木
材
関
税
を
廃
止
も
し
く
は
引
下
げ
さ
え
す
れ
ば
、
関
税
同
盟
側
の
イ
ギ

リ
ス
工
業
品
へ
の
関
税
引
下
げ
と
い
う
譲
歩
を
得
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
交
渉
を
す
る
必
要
は
な
い
。

そ
し
て
バ
ウ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、

「
譲
歩
は
同
盟
の
中
か
ら
生

ず
る
だ
ろ
う
。

〔
ド
イ
ツ
の
〕
農
業
・
商
業
利
害
は
イ
ギ
リ
ス
の
賢
明
な
政
策
の
下
で
繁
栄
し
、
そ
し
て
ま
も
な
く
わ
れ
わ
れ
の
主
張
を

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ

一
八
一
二
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〈

8
〉

擁
護
し
、
わ
れ
わ
れ
の
利
害
を
代
弁
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」
。

一
八
四

す
な
わ
ち
、

従
来
、
関
税
同
盟
の
下
で
は
農
業
利
害
は
工
業
利
害
の

犠
牲
に
さ
れ
て
き
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
穀
物
法
の
廃
止
に
よ
っ
て
穀
物
輸
出
が
増
大
す
れ
ば
、
低
穀
価
↓
低
賃
金
と
い
う
工
業
に
と
っ
て
の

人
為
的
利
点
は
な
く
な
り
工
業
へ
の
資
本
の
移
動
は
止
む
で
あ
ろ
う
。
ま
た
穀
物
輸
出
の
増
大
(
そ
し
て
穀
価
上
昇
)
は
当
然
に
農
業
利
害

に
繁
栄
を
も
た
ら
す
こ
と

ιな
ろ
う
。
そ
し
て
自
ず
と
ド
イ
ツ
の
農
業
利
害
は
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
利
害
の
利
益
を
代
弁
す
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

F
・
リ
ス
ト
が
、
パ
ウ
リ
ン
グ
の
『
報
告
』
の
意
図
は
「
ま
ぎ
れ
も
な
く
ド
イ
ツ
の
保
護
制
度
全
体
の
転
覆

ハ
印
)

に
|
|
ド
イ
ツ
を
イ
ギ
リ
ス
の
一
農
業
植
民
地
の
地
位
に
お
し
も
ど
す
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
」
と
評
し
た
の
は
、
当
然
で
あ
っ
た
。

ハ
H
V

ま
さ
に
パ
ウ
リ
ン
グ
の
主
張
は
、
イ
ギ
リ
ス
工
業
と
ド
イ
ツ
農
業
と
の
国
際
的
分
業
体
制
の
確
立
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
レ
イ
ン
グ
の
議
論
に
戻
ろ
う
。
右
の
よ
う
な
パ
ウ
リ
ン
グ
の
(
そ
し
て
レ
イ
ン
グ
に
よ
る
と
ジ
エ
イ
コ
ブ
も
そ
う
、
だ
が
)
構
想
は

全
く
の
幻
想
で
あ
る
。
こ
う
し
た
幻
想
が
生
ず
る
の
は
、

「
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
経
済
な
ら
び
に
財
産
や
労
働
の
状
態
か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
た

(

ロ

)

観
念
を
、
全
く
異
っ
た
原
理
の
上
に
立
っ
て
い
る
社
会
の
状
態
や
制
度
に
適
用
す
る
」
か
ら
で
あ
る
。
整
理
す
る
と
、
パ
ウ
リ
ン
グ
や
ジ

エ
イ
コ
ブ
は
、
付
ド
イ
ツ
国
内
市
場
の
米
統
一
日
東
西
両
市
場
へ
の
分
裂
と
い
う
事
情
、
口
商
品
経
済
の
未
発
達
U
自
給
経
済
の
根
深
い

残
存
と
い
う
事
情
を
理
解
し
て
い
な
い
。
ま
ず
第
一
に
、
国
内
市
場
の
未
統
一
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
。

「
ド
イ
ツ
の
東
部
や
北
部
で
穀

物
や
木
材
を
生
産
す
る
人
々
は
、
西
部
や
南
部
で
工
業
品
や
ブ
ド
ウ
酒
を
生
産
す
る
人
々
と
何
ら
自
然
的
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
な

ぃ
。
西
・
南
部
の
人
々
は
自
ら
穀
物
、
木
材
、
亜
麻
を
十
分
に
生
産
し
て
お
り
、
東
・
北
部
の
人
々
の
生
産
物
に
対
す
る
自
然
的
な
需
要

を
も
っ
て
い
な
い
。
ま
た
東
・
北
部
の
人
々
は
、
一
年
の
う
ち
七
カ
月
も
通
れ
ず
費
用
が
か
か
り
不
安
定
な
陸
路
や
河
川
輸
送
に
よ
っ

て
、
帰
り
荷
も
な
く
自
身
の
生
産
物
に
対
す
る
相
互
的
市
場
も
な
い
ま
ま
で
、
ラ
イ
ン
、
ザ
グ
セ
ン
、
シ
ュ
レ

l
ジ
ェ
ン
等
の
ド
イ
ツ
諸

地
域
か
ら
そ
の
工
業
製
品
や
ブ
ド
ウ
酒
に
対
す
る
需
要
を
み
た
す
よ
り
は
は
る
か
に
容
易
に
、
有
利
に
、
し
た
が
っ
て
自
然
に
、
イ
ギ
リ



ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
そ
れ
を
み
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
国
々
は
そ
の
見
返
り
に
、
東
・
北
部
の
人
々
の
唯

一
の
生
産
物
で
あ
る
穀
物
、
木
材
、
亜
麻
を
買
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
東
・
北
部
と
西
・
南
部
と
の
聞
に
は
、
そ
れ
ら
を
一
つ

の
回
出
に
統
一
す
る
た
め
の
共
通
の
利
害
は
存
在
し
な
い
」

e
H
U
-
-
N
U
Z
S。
両
者
の
間
に
は
ベ
ン
ガ
ル
と
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
と
の
問
ほ

ど
の
共
通
の
利
害
も
存
在
し
な
い
!

こ
れ
は
関
税
同
盟
も
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
「
自
然
的
障
害
」
な
の
で
あ
る
。
現
に
同
盟
の

保
護
関
税
は
、
東
部
に
西
部
の
工
業
品
を
買
う
こ
と
ま
強
制
す
る
が
、
西
部
は
東
部
の
農
産
物
を
買
い
は
し
な
い
。
こ
の
た
め
西
部
工
業

地
域
は
繁
栄
す
る
が
、
東
部
農
業
地
域
は
後
退
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
一
方
が
上
が
れ
ば
他
方
は
下
が
る
と
い
う
、
繁
栄
の
シ
ー
ソ
ー

(

山

田

oo'由
国

語

。

同

日
u
吉
田
円
以

φ
吋
伊
丹
一
可
)
」
な
の
だ
守
H
Y
E
F
同

ω
N
Y

し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
穀
物
法
を
廃
止
し
て
東
部
か
ら
穀
物
を
買
う
と
し
て
も
、
西
部
が
イ
ギ
リ
ス
工
業
品
を
買
い
は
し
な
い
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
ジ
エ
イ
コ
プ
自
身
の
説
明
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
市
場
へ
輸
出
さ
れ
る
穀
物
の
う
ち
で
、
工
業
地
方

も
し
く
は
そ
う
な
り
う
る
物
理
的
可
能
性
を
有
す
る
地
域
か
ら
の
も
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
割
合
に
す
ぎ
な
い
」
。

ラ
イ
ン
、

ウ
エ
ス
ト

フ
ア
リ
ア
、
ザ
グ
セ
ン
、
シ
ュ
レ

i
ジ
ェ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
に
ほ
と
ん
ど
穀
物
を
送
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
イ
ギ
リ
ス
が
ヴ
ィ
ス
ツ
ラ
河

岸
か
ら
穀
物
を
買
う
か
ら
と
い
っ
て
、
ド
イ
ツ
が
自
国
の
エ
業
品
よ
り
も
イ
ギ
リ
ス
工
業
品
を
買
う
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
こ
と
は
全
く
も

っ
て
不
合
理
で
あ
る
」

Q
-
区
間
〉
。

し
か
も
イ
ギ
リ
ス
が
穀
物
を
輸
入
す
る
東
部
に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
工
業
品
へ
の
需
要
は
簡
単
に
は
増
大
し
な
い
。
こ
れ
は
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
商
品
経
済
の
未
発
達
日
自
給
経
済
の
残
存
と
い
う
第
二
の
問
題
と
か
か
わ
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
制
度
に
お
い
て
は
、
全

て
の
人
は
自
分
が
使
う
も
の
は
全
て
買
い
、
自
分
が
生
産
す
る
も
の
は
全
て
売
る
」
守
・

E
S。
「
わ
れ
わ
れ
の
聞
で
は
、
全
て
を
買
い
、

家
庭
で
は
何
も
つ
く
ら
な
い
こ
と
が
時
間
の
節
約
で
あ
る
」
。
だ
が
ド
イ
ツ
で
は
事
情
が
全
く
ち
が
う
。
「
全
て
の
家
庭
は
(
か
な
り
犬
き

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ

一
八
五
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一
八
六

〈
ら
い

な
都
市
に
お
い
て
さ
え
)
自
分
自
身
の
た
め
に
工
業
品
を
つ
く
る
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
同
じ
位
の
家
庭
と
比
べ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
も
し
く
は
全

く
も
の
を
買
わ
な
い
」
。
「
大
陸
で
は
、

つ
く
り
う
る
も
の
全
て
を
家
庭
で
つ
〈
ら
な
い
こ
と
は
時
間
の
浪
費
な
の
で
あ
る
」
守
・
N

∞色。

こ
の
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
穀
物
を
輸
出
す
る
地
域
で
の
農
業
制
度
を
考
え
る
場
合
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

「
ジ
エ
イ
コ
プ
氏
や
パ
ウ
リ

船
積
み
で
き
な
い
、
と
信
じ
る
の
は
幻
想
で
あ
る
」
。

ン
グ
博
士
:
:
:
の
よ
う
に
、
小
麦
は
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
で
四
五
シ
リ
ン
グ
、
も
し
く
は
三
五
シ
リ
ン
グ
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
価
格
以
下
で
は

ジ
エ
イ
コ
ブ
は
、
貨
幣
地
代
を
支
払
う
資
本
家
的
借
地
農
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
民

階
級
の
中
で
は
例
外
に
す
、
ぎ
な
い
こ
と
を
理
解
し
な
い
。
「
イ
ギ
リ
ス
市
場
に
供
給
す
る
穀
物
輸
出
国
に
お
い
て
は
、

一
般
的
に
い
っ
て
、

分
益
小
作
制

2
0
冨
2
昌
司
昌
弘

g)
が
唯
一
実
行
可
能
な
借
地
方
式
で
あ
る
」
。
だ
が
、
分
益
小
作
制
度
の
下
で
は
「
穀
物
価
格
の

下
問
問
は
存
在
し
な
い
」
。
す
な
わ
ち
「
再
生
産
の
た
め
の
資
本
は
つ
ね
に
穀
物
と
い
う
現
物
の
形
で
存
在
し
て
い
る
、
ま
た
こ
の
資
本
は
、

労
働
の
維
持
分
と
と
も
に
、
収
種
の
中
か
ら
ま
ず
第
一
に
供
さ
れ
る
、
だ
か
ら
こ
の
資
本
は
、
市
場
に
送
ら
れ
る
〔
穀
物
〕
剰
余
の
価
格

や
量
に
よ
っ
て
減
少
し
た
り
影
響
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
種
子
、
農
夫
の
食
料
、
家
畜
や
労
働
者
や
今
後
の
作
業
に
必
要

な
場
合
に
は
臨
時
の
労
働
者
の
食
料
は
、
収
穫
の
一
部
が
地
主
の
地
代
と
い
う
、
ま
た
借
地
人
の
利
潤
と
い
う
形
に
な
る
前
に
そ
こ
か
ら

さ
し
ひ
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
代
と
な
っ
た
り
農
業
者
の
利
潤
と
な
っ
た
り
す
ろ
こ
の
剰
余
が
、
ク
オ
ー
ダ
ー
あ
た
り
四
五
シ
リ
ン

グ
で
売
れ
よ
う
が
四
五
ペ
ン
ス
で
売
れ
よ
う
が
、
そ
れ
は
次
年
度
の
再
生
産
の
手
段
に
何
ら
影
響
し
な
い
」
(
忍
・
お
ω
l
N
∞
3
Q

つ
ま
り
こ
う
し
た
農
民
は
、
自
ら
の
生
活
維
持
に
必
要
な
部
分
を
超
え
る
剰
余
部
分
が
ど
れ
だ
け
の
価
格
を
も
つ
か
に
は
関
心
が
な
い

の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
冬
期
に
は
何
日
も
ま
た
稀
に
は
何
週
間
も
戸
外
で
の
仕
事
は
で
き
ず
、
何
カ
月
に
も
わ
た
っ
て
氷
と
雪
が
続
く
よ

う
な
所
で
は
、
人
と
馬
と
を
年
聞
を
通
し
て
毎
日
毎
日
農
作
業
に
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
的
な
「
改
良
農
業
」
の
適
用

は
不
可
能
で
あ
る

Q

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
農
業
改
良
は
主
に
労
働
の
節
約
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
大
陸
で
は
余
剰
農
業
人
口
に
対
す
る



エ
ン
プ
ロ
イ
メ
ン
ト
は
工
業
地
域
に
も
植
民
地
に
も
存
在
し
な
い
。
し
か
も
軍
事
制
度
は
労
働
の
自
由
な
移
動
を
妨
げ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
「
土
地
は
、
住
民
を
労
働
者
か
被
救
済
民
か
の
ど
ち
ら
か
と
し
て
扶
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
し
た
が
っ
て
、
比
較
的
に
少
な
い

労
働
に
基
づ
く
大
農
場
経
首
と
い
う
の
は
、
全
体
と
し
て
大
陸
で
は
実
施
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
東
部
か
、
り
穀

物
を
買
え
ば
そ
れ
だ
け
東
部
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
工
業
品
を
買
う
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
。
東
部
の
農
業
人
口
は
、
自
己
消
費
の
た
め
の

何
ら
か
の
形
で
の
工
業
的
労
働
を
し
な
い
な
ら
ば
、
一
年
の
半
分
に
も
わ
た
る
冬
の
聞
を
「
ま
る
ま
る
遊
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
ろ
う
!
」

(
日
V
同

)
-
M∞
日
l
N
∞
由
〉
。

以
上
み
た
レ
イ
ン
グ
の
パ
ウ
リ
ン
グ
(
そ
し
て
ジ
エ
イ
コ
プ
)
批
判
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
園
内
市
場
の
形
成
上
の
問
題
点
を
鋭
く
つ

い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
東
西
両
市
場
の
分
裂
と
い
う
事
実
は
、
ヴ
ェ

i
パ
1
の
次
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
よ
る
政

治
的
統
一
を
趨
え
て
更
に
ひ
き
続
い
た
問
題
な
の
で
あ
っ
た
。

「
一
切
の
関
税
嘩
壁
が
完
全
に
廓
止
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
東
部
ド
イ
ツ

の
粘
着
性
に
と
ぼ
し
い
穀
物
剰
余
の
純
経
済
的
に
決
定
さ
れ
た
販
路
は
、
ド
イ
ツ
西
部
で
は
な
く
て
イ
ギ
リ
ス
市
場
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ド

イ
ツ
西
部
の
鉱
山
H
精
練
業
の
生
産
物
な
ら
び
に
重
鉄
製
品
の
純
粋
経
済
的
に
決
定
さ
れ
た
市
場
は
、
ド
イ
ツ
東
部
に
あ
っ
た
の
で
は
毛

頭
な
い
。
ま
た
通
に
東
部
ド
イ
ツ
の
必
要
と
す
る
エ
業
製
品
の
純
粋
経
済
的
に
決
定
さ
れ
た
供
給
者
は
、
お
お
む
ね
西
部
ド
イ
ツ
で
は
な

か
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
国
内
文
通
路
(
鉄
道
)
は
純
粋
経
済
的
に
み
る
な
ら
ば
、
と
り
わ
け
過
去
に
は
、
特
定
重
工
業
製
品
を
西
か
ら
東
へ

輸
送
す
る
輸
送
路
で
は
な
か
っ
た
し
、
こ
ん
に
ち
で
も
な
お
部
分
的
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
東
部
は
、
そ
の
純
粋
経
済

的
に
決
定
さ
れ
た
市
場
と
後
背
地
が
西
部
ロ
シ
ア
全
体
で
あ
る
よ
う
な
強
力
な
諸
工
業
の
経
済
的
立
地
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
・
:
:
ド
イ

ツ
は
純
粋
経
済
的
な
決
定
因
に
さ
か
ら
っ
て
政
治
的
に
統
一
さ
れ
た
の
で
ん
碍
」
。
ま
た
東
部
の
ユ
ン
カ

i
経
営
内
で
の
商
品
生
産
の
未

発
達
と
い
う
問
題
に
か
か
わ
る
レ
イ
ン
グ
の
叙
述
に
つ
い
て
も
、

ユ
ン
カ

l
の
半
封
建
的
性
格
に
つ
い
て
の
認
識
が
十
分
で
な
い
う
ら
み

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ

一
八
七
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は
あ
る
も
の
の
、
ユ
ン
カ
!
・
イ
ン
ス
ト
ロ
イ
テ
関
係
に
お
け
る
、
刈
草
や
打
穀
に
つ
い
て
の
分
け
前
権
や
土
地
割
当
に
対
す
る
労
働
の

義
務
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
れ
に
「
メ
テ
イ
エ
・
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
与
え
た
の
は
評
価
し
て
よ
い
し
、
ま
た
そ
の
際
の
意
図
が
イ

ン
ス
ト
ロ
イ
テ
の
も
つ
自
給
性
の
強
調
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
だ
か
ら
、
彼
の
認
識
は
問
題
の
核
心
に
迫
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
を
パ
ウ
リ
ン
グ
と
並
べ
て
英
独
間
の
農
工
分
業
体
制
の
確
立
を
主
張
し
た
代
表
者
と
す
る
の

は
、
レ
イ
ン
グ
の
誤
解
で
あ
る
。
分
益
小
作
の
場
合
に
は
穀
価
の
下
限
が
存
在
し
な
い
の
で
、
ジ
エ
イ
コ
プ
の
よ
う
に
あ
る
価
格
以
下
で

は
穀
物
は
船
積
み
さ
れ
え
な
い
と
信
じ
る
こ
と
は
|
|
「
こ
う
し
た
信
念
は
、
穀
物
法
に
関
す
る
議
会
の
委
員
会
で
地
主
た
ち
に
は
い
か

に
慰
め
と
な
り
快
い
も
の
で
あ
っ
て
も
」
な
・
自
己

l
l全
く
の
幻
想
だ
、
と
い
う
レ
イ
ン
グ
の
主
張
と
関
連
さ
せ
て
て
一
一
一
目
し
て
お
き
た

ぃ
。
レ
イ
ン
グ
に
よ
る
と
、
い
か
に
イ
ギ
リ
ス
の
改
良
さ
れ
た
農
業

(po
同
日
旨
古
問
。
同

OMHos-40
白
円
。
山
田
丸
紅
ロ
仏
当
丘
町
肉

g
a

g
u
-
R
H
F
H
F
o
g
S
丘
町
w
n
Z
5
0同

2
2

同

2
5
F
φ
由。口

s
s
o
品
目
)
戸
門
主
。
口
え

EHO門回目白
σ
2
3
m
s
m広
島
ロ
r
E
g
E
m
g
n
p

山
口
仏

O
M
G
g
m
z
o
s
g由
民

0
5
0
E
m
E
B
R
E
D
0
4
)
を
も
っ
て
し
て
も
大
陸
の
「
メ
テ
ィ
エ
・
シ
ス
テ
ム
し
の
農
業
と
の
競
争
で
は

敗
北
は
不
可
避
で
あ
る
守
・

N
U
3
0

だ
が
し
か
し
、
ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
も
強
調
し
て
い
た
よ
う
に
、

ジ
エ
イ
コ
ブ
の
二
つ
の
『
報
告
』

の
な
か
で
特
に
留
意
す
べ
き
は
、
現
在
の
三
閏
制
か
ら
脱
し
え
な
い
大
陸
の
耕
作
制
度
(
そ
し
て
そ
れ
は
、
レ
イ
ン
グ
の
い
う
穀
価
の
下

限
が
存
し
な
い
「
メ
テ
ィ
エ
・
シ
ス
テ
ム
」
と
ま
さ
に
給
恥
令
ア
い
い
か
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
)
の
下
で
は
小
麦
の
生
産
そ
れ
自
体
に

物
理
的
な
天
井
が
あ
り
、
し
か
も
現
行
の
耕
作
と
小
麦
輸
出
と
が
続
け
ば
、
こ
の
天
井
は
近
い
と
い
う
論
点
で
あ
る
。

の
力
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
穀
物
法
を
廃
止
し
て
も
大
陸
の
小
麦
輸
出
能
力
は
小
さ
い
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

ジ
エ
イ
コ
ブ
自
身

し
た
が
っ
て
、
た
と
え
レ

イ
ン
グ
の
い
う
よ
う
に
「
メ
テ
ィ
エ
・
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い
て
は
小
麦
に
生
産
費
と
い
う
も
の
が
な
く
、
価
格
に
下
限
が
な
い
と
し
て
も

!
i
し
か
し
、
運
送
費
は
や
は
り
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
が

l
l、
そ
の
よ
う
に
安
く
輸
出
で
き
る
小
麦
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
の
で
あ
り
、



イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
農
業
・
工
業
と
も
に
発
達
し
多
大
な
人
口
を
か
か
え
る
国
が
大
陸
で
の
そ
う
い
う
農
業
と
垂
直
的
分
業
関
係
に
入
る

な
ど
と
は
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
に
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。

ハ
1
〉
パ
ウ
リ
ツ
グ
と
レ
イ
ン
グ
の
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
論
に
つ
い
て
は
、
肥
前
栄
一
「
パ
ウ
リ
ン
グ
と
レ
イ
ン
グ
」
ハ
『
ド
イ
ツ
経
済
政
策
史
序
説
』
、

未
来
社
、
一
九
七
三
年
、
所
収
)
が
是
非
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
以
下
の
叙
述
は
肥
前
氏
の
論
文
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
特
に
レ
イ

ン
グ
の
文
章
で
肥
前
氏
の
引
用
さ
れ
た
部
分
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
た
だ
し
筆
者
の
関
心
が
ジ
エ
イ
コ
プ
に
あ
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
@

(
2
〉

ω田
B
5
H
F白
山
口
間
切
弓
ミ
s
q
k
.
白
吋
ミ
唱
と
な
コ
切

-
E品・

(
3
)
H
D
F
P
切
0
4
司江口問
u
H
N
e
由
主
ゆ
-
N
・
傍
点
は
原
文
。

〈

4
〉

L忠弘

4
3・
a
O
W
E
・
8
i
E
・
g
・

(

5

)

忌
ミ
-
w
M
U
-
a
-
パ
ウ
リ
ン
グ
の
『
報
管
』
の
日
付
は
一
八
三
九
年
一
二
月
二
三
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
年
前
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

i
商
工

会
議
所
で
は
、
特
に
ザ
ク
セ
ン
綿
工
業
の
急
成
長
へ
の
対
策
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
@
え
-
M
a
p
n
P
3
ト
a
s
p
k山詰

A
H
a
Eミ叫
q
h
n
b口、
H
C
H
H
F両

目
白
芯
言
」
守
口
三
白
書
円

NUDn悼
む
切
な
ぎ
な

HF
町
出
向
室
内
FhhH
問、

c
p
aき即時司、巴
h
p
s
s
同
『
円
♂
む
詰

HF向
丸
町
旬
門
司
詰
円
志
向
旬
、
同
町
HhbL
ミ
E
C
q
3
h
b
E
U
曇
巴
詰

HF
同
司
、
白
九
時
白
昌
弘
ミ
a
s
h白門司君、
m
M
D
¥
同
ど
の
己
記
ミ
ミ
・
円
、
B
E
P

同∞
ω
u
・
s
-
E
u
N
ω
"
品N
i
ι
P
F
8・
m叶
lm
∞"
H
O
ω
l
H
2
・
ま
た
熊
谷
次
郎

「
自
由
貿
易
と
産
業
資
本

l
iマ
ン
テ
ェ
ス
タ
!
学
派
と
自
由
貿
易
の
制
覇

l
l」
(
杉
山
忠
平
編
『
自
由
貿
易
と
保
護
主
義
』
前
掲
、
所
収
)
も

み
よ
。

(
6〉
一
八
三
九
年
八
月
七
日
付
パ
ウ
リ
ン
グ
か
ら
外
相
パ

I
マ
ス
ト
ン
へ
の
手
紙
@
旬
。
喝
江
口
問
・
勾
司
、
ロ
ユ

H
U
-
M
8
・

(
7
)
H
F
R
-
w
唱

-
m
∞
・
な
お
、
前
年
に
全
く
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
た
の
が
リ
チ
ャ

1
ド
・
コ
プ
デ
ン
ハ
H
N
W
F胆
邑
の
与
診
る
で
あ
っ
た
。
口
戸
吋
宮

。
巴
『
苫
わ
a
s
p
h昌
弘
苦
HMH2刊誌
n
・月間」守口、
F
]
V
M
Y
由

Nimω
・

(
8
〉
切
0
4
『円山口開"』出向、ミ
H・
s
-
E
1
8
・
傍
点
は
原
文
。

(

9

)

国
誌
--MV
・∞・

ハ
刊
)
同
門
戸
田
白
ユ
n
v
E
2
1宮
崎
誼
白
色
む
き
な
め
祉
に
き
丸
町
、
宮
町
民
史
的
n
P
3
0骨
巴
き
塁
手
出
企
・
ハ
小
林
昇
訳
『
経
済
学
の
国
民
的
体
系
』
、
岩
波
書
底
、

一
九
七

O
年
、
四
五
五
ペ
ー
ジ

Y
傍
点
は
服
部
。

(
日
〉
な
お
商
務
省
官
僚
ジ
ョ
シ
・
マ
グ
レ
ガ

i
c
c
E
尽
忠
の
お
問
。
。
は
、
同
時
期

ιや
は
り
『
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
論
』
(
M
3
常
的
問
、
遺
骨
器
片

qミー

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ

一時八九



立
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経
済
学
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四
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一
九
八
六
年
)

一
九
O

喜
久
(
川
宮
崎
町
口
言
~
言
問
。
。
還
さ
町
、
内
定
M
J
ミミ目白句
E
S札

s
q
m同
片
言
句
み
町
、
比
円
程
町
内
君
、
♂
」
広
島
室
、
脅
さ

5
。
色
遣
さ
竜
門
お
白
昌
弘
ミ
ミ
叫
均
再
三
巴
昌
也
、

旬
、
宮
崎
崎
町
民
白
吉
弘
同
言
。
HMH
町、
H
w
b
H
8
0
L
「
の
突
き
白
ミ
w
F
o
E
一D
P

H

∞
お
)
を
書
い
て
い
る
@
マ
グ
レ
ガ
l
の
主
張
の
特
徴
は
、
パ
ウ
リ
ン
グ
と
は
ち

が
っ
て
、
ド
イ
ツ
市
場
で
の
イ
ギ
リ
ス
工
業
品
の
競
争
力
の
低
下
を
関
税
同
盟
の
間
関
税
率
に
求
め
な
い
点

ιあ
る
。
す
な
わ
ち
「
た
し
か
に
同
盟
の

関
税
率
は
公
正
で
な
い
が
、
そ
う
し
た
関
税
率
で
は
な
く
て
国
内
市
場
に
お
け
る
ド
イ
ツ
工
業
の
イ
ギ
リ
ス
工
業
製
品
に
対
す
る
自
然
的
競
争
力

公

E

E一言吋回目

g
g匂巴
E
S〉
こ
そ
が
、
イ
ギ
リ
ス
工
業
製
品
を
排
除
し
て
い
る
主
原
因
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
」

Q

つ
ま
り
「
ド
イ
ツ
工
業

の
興
隆
・
発
展
は
関
税
同
盟
以
外
の
原
因
に
帰
せ
ら
れ
ね
ば
な
ち
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
原
因
と
し
て
自
然
的
資
源
、
国
民
の
勤
勉
さ
、
ド
イ

ツ
人
自
身
の
必
要
性
、
ま
た
英
仏
に
よ
る
ド
イ
ツ
農
産
物
に
対
す
る
輸
入
制
限
、
長
い
平
和
、
国
内
的
安
定
が
あ
げ
ら
れ
る
な
匂
・

H
3・
2
〉。

な
お
一
八
四
二
年
に
は
、
ド
イ
ツ
に
関
し
て
は
穀
物
法
廃
止
に
よ
っ
て
そ
の
工
業
化
を
阻
止
す
る
に
は
、
も
は
や
還
す
ぎ
る
と
い
う
判
断
も
現
わ

れ
て
い
る
@
本
節
で
論
じ
て
い
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
レ
イ
ン
グ
の
同
名
の
子
の
著
作
『
国
民
的
苦
境
』
(
執
筆
は
四
二
年
、
出
版
は
四
四
年
)
が
そ
れ

で
あ
る
。
子
レ
イ
ン
グ
は
、
穀
物
法
廃
止
と
ひ
き
か
え
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
千
ギ
リ
ス
工
業
品
へ
の
関
税
引
下
げ
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
北
部
を
中
心
と
す
る
工
業
が
南
部
を
中
心
と
す
る
農
業
を
犠
牲
U
し
て
工
業
化
の
途
を
進
む
か
、
そ
れ
と
も
住
民
が
「
最
も
安
価
な
市
場
に
自

由
に
出
入
り
で
き
」
、
そ
し
て
「
医
大
な
未
耕
地
を
も
っ
国
に
と
っ
て
極
め
て
自
然
な
制
度
」
を
と
る
か
、
?
」
の
決
定
の
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
重

要
性
は
い
く
ら
強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
」
@
ω
回
目
口
弘
一
戸
田
町
昌
一
w

宮
口
-
w
h
H
N
号
、
三
誌
同
ロ
ミ
・
同
日
開
払
巴
諸
島
町

b
芝
、
h
a
h
L
「
目
白
の
き
旬
蕊

品
お
弘
同
町
宮
崎
弘
な
♂

H
A
O
口内
H
o
p

一{∞
h
r
p

句切・
U
印

u
H
O
O
-
H
C
N
・

ハ
ロ
〉
下
回
広
明
w

也、
-
n
p
w
H
Y
E
ト
以
下
、
ペ
ー
ジ
は
本
文
中
に
し
る
す
@

(
臼
)
呂
田
同
当
日
ヴ

O
P
5
.
5
s
b
¥同
足
立
門
川
町
両
氏
目
的
町
宮
、
.
〈
肥
前
、
前
掲
書
、
三
五

l
一
一
一
六
ペ
ー
ジ
に
引
用
〉
。

四

結
び
に
か
え
て

本
稿
の
一
で
示
し
た
よ
う
に
、

一
八
一
四

l
一
六
年
の
強
固
な
農
業
保
護
を
主
張
し
た
段
階
か
ら
ジ
エ
イ
コ
プ
は
、
大
陸
の
小
麦
の
輸

出
能
力
が
小
さ
い
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
認
識
は
、
彼
の
政
策
的
立
場
が
保
護
か
ら
自
由
へ
と
移
っ
て
い
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
貰
し
て
彼
が
も
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
二
六
・
二
八
年
の
一
一
つ
の
『
報
告
』
で
は
右
の
認
識
は
構
造



的
・
本
質
的
に
深
め
ら
れ
、
本
稿
が
示
し
た
よ
う
に
穀
物
法
批
判
者
に
と
っ
て
有
力
な
武
器
と
な
っ
た
。
だ
が
穀
物
法
批
判
者
に
と
ワ
て

ジ
エ
イ
コ
ブ
が
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
と
は
別
に
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
自
身
に
即
し
て
問
題
を
た
て
る
な
ら
ば
、
大
陸
の
小

麦
輸
出
能
力
が
小
さ
い
と
い
う
認
識
を
一
貫
し
て
も
ち
な
が
ら
、
何
故
に
保
護
か
ら
自
由
に
接
近
し
て
い
っ
た
の
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

本
稿
の
結
び
に
至
っ
て
、
な
お
十
分
な
答
え
を
提
出
で
き
な
い
と
と
を
筆
者
は
恥
じ
ね
ば
な
ら
な
い
。
重
要
な
要
因
が
大
陸
穀
物
の
輸

出
能
力
に
つ
い
て
の
認
識
の
深
化
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
だ
が
他
の
重
要
な
要
因
を
以
下
の
よ
う
に
考
え
た
い
。

一
五
年
穀
物
法

に
よ
る
保
護
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
で
の
穀
物
の
過
剰
生
産
に
よ
っ
て
農
業
不
況
が
生
じ
国
内
農
業
の
再
編
が
(
つ
ま
り
、
ジ
斗
イ
コ

ブ
が
一
四

l
一
六
年
に
は
保
護
し
よ
う
と
し
た
、
多
数
の
資
力
の
乏
し
い
小
農
業
資
本
家
の
没
落
が
)
進
み
、
し
か
も
こ
の
再
編
の
過
程

で
小
麦
の
報
償
価
格
も
低
下
し
た
。
す
な
わ
ち
農
業
改
良
の
進
行
も
生
じ
た
。
こ
の
結
果
、
圏
内
で
の
小
麦
価
格
と
大
陸
の
そ
れ
と
の
差

が
実
際
に
縮
ま
っ
た
。
そ
し
て
ジ
エ
イ
コ
ブ
を
大
陸
に
派
遣
し
た
政
府
の
諮
問
(
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
市
場
を
常
時
大
陸
小
麦
に
開
放

す
れ
ば
、
大
陸
で
は
ど
れ
ほ
ど
の
小
麦
耕
作
の
拡
大
が
生
じ
る
だ
ろ
う
か
)
に
対
し
て
は
、
二
六
年
の
『
報
告
』
が
示
し
た
よ
う
記
、
国

内
の
平
均
的
価
格
を
一
ク
オ
ー
ダ
ー
六

0
シ
リ
ン
グ
程
度
と
前
提
し
、
他
方
大
陸
で
の
穀
価
と
増
産
能
力
と
の
調
査
結
果
を
前
提
に
す
れ

ぷ
ふ
、

一
O
ー
一
一
一
シ
リ
ン
グ
の
関
税
を
課
せ
ば
大
陸
で
の
小
麦
輸
出
は
現
状
の
ま
ま
小
さ
い
と
い
う
結
論
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
一

O
i
-
二
シ
リ
ン
グ
の
関
税
は
、
リ
カ
!
ド
ウ
が
『
農
業
保
護
論
』

(
一
八
二
二
年
)
で
、
関
税
の
段
階
的
引
下
げ
の
後
に
最
終
的
に
は

一
0
シ
リ
ン
グ
の
関
税
を

l
!国
内
穀
物
生
産
者
が
他
の
圏
内
生
産
者
に
比
し
て
特
に
重
く
課
税
さ
れ
て
い
る
分
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ

こ
そ

l
i自
由
貿
易
だ
と
主
張
し
た
の
と
結
論
的
に
は
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
ジ
エ
イ
コ
ブ
に
と
っ
て
は
、
閣
内
で
の
農
業

改
良
に
よ
っ
て
園
内
穀
価
が
吏
に
下
が
れ
ば
、
右
の
関
税
は
も
っ
と
下
げ
う
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
当
時
の
穀
物
法
批
判
者
た
ち
も
ジ
ェ
イ

穀
物
法
批
判
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ

九
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済
学
研
究
第
四
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年
)

九

コ
ブ
の
『
報
告
』
を
全
体
と
し
て
い
わ
ば
安
心
し
て
利
用
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

一
四
l
一
六
年
の
段
階
で
も
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
大
陸
の

小
麦
輸
出
能
力
は
小
さ
い
と
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
時
に
は
、
彼
の
こ
の
主
張
は
穀
物
法
批
判
の
た
め
に
広
く
利
用
さ
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
時
に
は
、
彼
は
強
固
な
農
業
保
護
を
要
求
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
五
年
穀
物
法
後
の
国
内
農
業
の
再
編
の
状
態
と
大
陸
農
業
の
停
滞
の
状
態
と
を
そ
れ
自
体
と
し
て
十
分
に
調

結
局
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
、

査
す
る
な
か
で
(
彼
は
穀
物
統
計
調
査
官
で
あ
っ
た
て

い
わ
ば
結
果
的
に
自
由
貿
易
に
接
近
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
リ
カ

i
ド
ウ
の

よ
う
に
自
由
貿
易
を
理
論
的
に
1
1
1
だ
か
ら
リ
カ

l
ド
ウ
に
と
っ
て
は
、
現
状
で
は
一

0
シ
リ
ン
グ
の
固
定
関
税
こ
そ
が
自
由
貿
易
と
な

〈

2
〉

る
|
|
主
張
し
な
か
っ
た
。
だ
が
右
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
ジ
エ
イ
コ
ブ
が
リ
カ

l
ド
ウ
に
関
税
額
の
点
で
近
づ
い
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、
(
例
え
ば

G
-
w
・
ホ

l
ル
に
象
徴
さ
れ
る
極
端
な
農
業
保
護
論
者
を
一
方
の
極
と
し
て
除
い
て
考
え
れ
ば
)
、
穀
物
法
の
即
時

全
面
廃
止
論
が
拾
頭
し
・
穀
物
法
批
判
者
の
聞
で
の
対
立
が
顕
在
化
し
た
一
ニ

0
年
代
末
以
降
と
は
ち
が
っ
て
、
当
時
の
政
策
選
択
の
幅
が

広
く
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

(

1

)

ジ
エ
イ
コ
ブ
は
三
六
年
の
農
業
不
況
委
員
会
で
、
対
仏
戦
争
後
二

0
年
間
の
農
業
の
推
移
の
総
括
と
し
て
「
農
業
の
大
改
良
」
と
述
べ
て
い
る

(
服
部
「
自
由
貿
易
と
農
業
」
、
前
掲
、
一
二
八
ペ
ー
ジ
)
@

(

2

)

中
村
庚
治
「
初
期
リ
カ
i
ド
ウ
の
租
税
論
」
(
『
広
島
大
学
経
済
論
叢
』
、
第
九
巻
二
号
、
一
九
八
五
年
)
が
参
考
に
な
る
。

(
本
稿
で
用
い
た
文
献
を
読
む
に
あ
た
っ
て
、
的
場
昭
弘
、
宮
島
英
昭
、
河
合
康
夫
氏
に
は
特
に
お
世
話
に
な
っ
た
@
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
〉


